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　　　はやかわで遊ぼう

　　　覆い日が続きますね。日名南町の下水

　　　道散策路「はやかわ」では、連日こど

　　　もたちが水にたわむれる姿がみられま

　　　す。この散策路は、早川の上に散策路

　　　と下水の処理水を導水したせせらぎを

　　　設けた潤いある親水空間。平成６年に
●　は建設大臣賞を受賞しました。

　　　現在北側隣接地で２期工事を行つてお

　　　り、来春にはエリアが倍増します。
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市政だより
199 8

●

平成lO年8月川」

1／土　花火大会（乙川殿僑下流・矢作川河川敷、午後７時~)

2／日

3／月

-
4／火
-
5／水

6／木
-
7／金
-
8／土

束郷青児展（tl/美術館、～2311）

水品・メノウの原石?: j:芸品展（奥殿陣屋、

サマーページェント（乙川殿橋下流河川敷、

～26 r|]

午後４時～)

9／日

10／月

11／火　am館朝市（おかぎき農逝館、午前８時30分～）

12／水
-
13／木
-
14／金
-
15／土
-
16／日
-
17／月
-
18／火
-
19／水
-
20／木
-
21／金
-
22／土
-
23／日
-
24／月
-
25／火

-
26／水

わんぱくフェスタ（太陽の城、午iiiilOii.!i=~午後3時）

リサイクルの日（リサイクルプラザ、午前9時～）

農遊館朝市(おかざき農遊館、午前8 時30分~)
こどものためのコンサート（太陽の城、午後2時～）

27／木

28／金

29／±

30／日

31／月

市政だより「おかざき」は再生紙を使用しています。

市政だより／m崎1998年(平成10年)8月1日Ｏ



Ｊ乙 ＩＩ

をゆ
く

照りつける太陽、真っ白な入道雲、耳にこだまするセミの声。

毎日、暑い日が続いています。

この時期、恋しくなるのは涼しさを感じさせる水。

私たちの身近にある乙川は、四季折々に周りの自然美を映し出し、

ある時は大きく蛇行し、またある時は早瀬となって流れていきます。

そして豊かな水を運び、肥沃な土壌を作り出し、

私たちにかけがえのない恵みを与えてきました。

今回は、乙川の源流から矢作川に合流するまでを紹介します。
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‾‾‾察灘

　T　S. ｡:

暉
か
な
清
流
と

涼
を
求
め
て

」
源
流
は
巴
山

　
市
内
を
流
れ
る
水
量
豊
か
な
乙
川
。
そ

の
源
流
は
、
南
設
楽
郡
作
手
村
と
額
田

郡
額
田
町
の
境
、
巴
山
（
七
一
九
び
）

の
西
斜
面
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
巴
山
に

は
ぽ
竪
神
社
が
あ
り
、
そ
の
頂
上
に
は
、

男
川
（
乙
川
）
、
矢
作
川
、
豊
川
の
分
岐

点
で
あ
る
と
い
う
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
・
分
流
碑
は
三
角
柱
で
、
そ
れ
ぞ
れ
流

れ
る
方
向
に
川
の
名
前
と
藤
原
俊
成
（
平

安
時
代
末
期
の
歌
人
）
の
歌
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
（
地
図
①
）
。

　
国
土
地
理
院
の
地
図
は
、
昭
和
三
十
六

年
ま
で
「
乙
川
」
を
「
男
川
」
と
記
し
て

い
ま
し
た
。
分
流
碑
に
刻
ま
れ
た
「
男
川
」

も
、
こ
の
名
残
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
耳
を
澄
ま
す
と
ヒ
グ
ラ
シ
の
声
が
こ
だ

よ
し
、
木
漏
れ
日
が
差
し
込
ん
で
心
地
よ

い
風
が
吹
い
て
き
ま
す
。
源
流
で
あ
る
巴

山
周
辺
に
は
緑
深
い
杉
林
が
広
が
り
、
渓

谷
を
美
し
く
飾
っ
て
い
ま
す
。
巴
山
か
ら

の
川
の
流
れ
は
、
深
い
渓
谷
の
中
に
あ
り
、

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
川
の
せ
せ

ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
源
流
か
ら
流

れ
て
き
た
乙
川
は
額
田
町
を
通
っ
て
岡
崎

市
内
を
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

頂上に分流碑が建っています。

　　　　　　　(徒歩約15分)

市政だより岡崎1998年（平成10年)8月１日○



乙
川
を
ゆ
く

　
　
●

清
流
を
保
つ

ホ
タ
ル
の
里

乙
川
は
、
本
宮
山
を
源
と
す
る
男
川
と

茅
原
沢
町
で
合
流
し
ま
す
。

　
河
合
地
区
に
は
、
か
つ
て
ガ
ラ
紡
工
場

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
岡
崎
は
古
く
か
ら

三
河
木
綿
の
産
地
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
、
明
治
に
な
っ
て
水
車
を
使
っ
た
ガ

ラ
紡
工
場
が
盛
ん
に
建
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
乙
川
の
水
力
が
ガ
ラ
紡
工

場
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
流
域
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
発

生
地
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
「
ホ
タ
ル
の
里
」

と
し
て
全
国
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
河
合
中
学
校
理
科
部
や
美
合
小
学
校

の
生
徒
、
児
童
が
中
心
と
な
り
、
毎
年
河

川
の
美
化
や
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
放
流
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
六
月
中

旬
に
な
る
と
、
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
地
図
②
）
。

清
流
に
触
れ
て
み
よ
う

乙
川
の
ア
ユ
は
、
川
藻
も
豊
富
に
あ
り
、

額
田
町
か
ら
岡
崎
市
に

か
け
て
の
瀬
で
よ
く
生

育
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
乙
川
の
ア
ユ
釣

り
は
、
解
禁
日
か
ら
十

月
末
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
乙
川
の
一

部
を
市
民
魚
釣
り
場
と

し
て
、
一
年
中
無
料
で

解
放
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
釣
り
場
区
域
・
：

仁
甲
λ
ん
堤
（
御
用
橋

上
流
約
五
百
び
）
か
ら

吹
矢
橋
ま
で
の
約
二
・

五
キ
ロ
り
川
。

　
そ
画
幽
＝
・
御
用
橋
上

流
は
九
月
一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で
禁
漁

期
間
で
す
。
な
お
、
二

シ
キ
ゴ
イ
が
釣
れ
た
場

合
は
逃
が
し
て
く
だ
さ

χ
○

し

●●●三河の由来●●●

　「三河」の由来は、「男川

（乙川）」、「矢作川」、「豊

川」の三つの川が流れるという

ことから「三河」といわれてい

ます。なお、上流から下流に向

かって右側を右岸、左側を左岸

といいます。

Ｏ
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少年自然の家で楽しむ生徒(須淵町)
　　　ﾐ゜－　｀'"-
菅生川の貸しボート(昭和40年ごろ)

自
然
を
満
喫

少
年
自
然
の
家

須
淵
町
に
あ
る
少
年
自
然
の
家
。
市
内

の
小
中
学
生
の
野
外
活
動
び
場
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
落
葉
ス
牛
－
場
、
創
作
棟

な
と
が
あ
り
ま
す
（
地
図
③
）
。

　
取
材
で
立
ち
寄
っ
た
と
き
、
六
ツ
美
南

部
小
学
校
の
五
年
生
が
山
の
学
習
で
訪
れ

て
お
り
、
カ
ヌ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
は
、
流
れ
が
緩
や
か
で
川
遊
び

を
し
て
い
る
児
童
も
い
ま
し
た
。
自
然
の

緑
と
清
流
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
十
分
満
喫

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

一
竜
宮
に
伝
わ
る
伝
説

　
乙
川
は
、
丸
山
町
付
近
で
蛇
行
し
な
が

ら
深
い
淵
を
作
り
ま
す
。
流
れ
て
い
た
水

が
よ
ど
み
、
断
崖
が
高
く
そ
そ
り
立
つ
下

に
紺
碧
の
水
が
底
知
れ
ぬ
深
さ
を
な
し
て

い
ま
す
。
俗
に
竜
宮
と
呼
ば
れ
、
右
岸
の

丸
山
町
側
を
雄
龍
頭
、
左
岸
の
岡
町
側
を

雌
龍
頭
と
い
い
ま
す
。
竜
宮
に
は
、
「
竜

宮
伝
説
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
（
地
図
④
）
。

　
昔
、
岡
（
現
在
の
岡
町
）
に
住
ん
で
い

た
人
が
竜
宮
の
近
く
で
木
を
切
っ
て
い
る

最
中
に
誤
っ
て
斧
を
水
中
に
落
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
斧
を
水
中
に
取
り
に
い
っ

た
と
こ
ろ
竜
宮
に
き
て
し
ま
い
、
竜
宮
で

三
日
間
過
ご
し
て
、
帰
る
と
き
に
自
分
の

斧
と
竜
宮
の
斧
を
交
換
し
ま
し
た
。
家
に

帰
る
と
自
分
の
三
回
忌
の
法
要
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
お
話
で
す
。

　
　
　
●

　
他
に
、
竜
宮
で
雨
ご
い
し
て
日
照
り
を

し
の
い
だ
話
や
、
衣
文
の
寺
が
法
事
の
膳

椀
を
借
り
に
き
た
話
な
ど
竜
宮
を
め
ぐ
る

伝
説
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
岡
崎
の
水
を
つ
く
る

　
男
川
浄
水
場

　
こ
の
豊
か
な
乙
川
の
水
は
市
民
の
家
庭

に
送
ら
れ
て
く
る
水
道
水
の
約
半
分
を
占

め
る
恵
み
の
水
源
で
す
。
昭
和
三
十
年
の

隣
接
町
村
合
併
に
伴
う
人
□
の
増
加
や
工

場
の
建
設
に
よ
っ
て
水
の
需
要
が
増
加
し

た
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
上
水
道
施
設
で
は

給
水
能
力
が
限
界
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
昭
和
四
十
年
、
男
川
浄
水

場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
一
日
平

均
約
五
万
八
千
ト
ン
の
給
水
量
に
な
り
、

市
の
水
が
め
と
し
て
上
水
道
を
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
（
地
図
⑤
）
。

菅
生
川
の
舟
運

竜
美
丘
会
館
の
辺
り
か
ら
下
流
は
、
菅

生
川
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
の
菅
生
川

は
、
岡
崎
城
の
西
に
流
れ
て
天
白
町
で
矢

作
川
と
合
流
し
ま
す
。
昔
は
、
殿
橋
下
流

の
久
後
崎
町
の
辺
り
で
、
ほ
ば
直
角
に
流

れ
を
南
に
転
回
し
て
、
市
体
育
館
方
面
に

向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
南
流
し
た
流
れ
は

六
ッ
美
南
部
で
矢
作
川
と
合
流
し
て
い
ま

し
た
。

　
昔
か
ら
岡
崎
は
、
城
下
町
、
東
海
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
は
、
矢
作
川
か
ら
乙
川
に
船
が
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

男川浄水場(大平町)

○



乙川と矢作川の合流点

乙
川
を
ゆ
く

　
　
　
●

り
、
「
五
万
石
で
も
岡
崎
さ
ま
は
お
城

下
ま
で
船
が
着
く
」
と
民
謡
に
歌
わ
れ
た

よ
う
に
湊
町
と
し
て
も
発
達
し
、
三
州
中

馬
（
江
戸
時
代
に
三
河
か
ら
信
濃
へ
物
資

を
輸
送
し
た
駄
賃
稼
ぎ
の
馬
に
よ
る
運
送

業
）
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
菅
生
川
に

は
、
荷
物
を
積
み
お
ろ
し
す
る
土
場
が
築

か
れ
、
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
積
ん
だ
帆
か

け
船
が
乙
川
を
行
き
来
し
ま
し
た
。
殿
橋
東

に
御
用
上
場
、
唐
沢
町
か
ら
菅
生
町
に
か

け
て
、
桜
の
馬
場
土
場
、
満
性
寺
上
場
が

あ
り
ま
し
た
。
城
下
で
商
売
す
る
た
め
の

海
産
物
が
荷
揚
げ
さ
れ
、
石
製
品
が
船
積

み
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
乙
川
、
矢
作
川
を

行
き
来
し
た
帆
か
け
船
の
姿
は
昭
和
初
期

ま
で
続
き
ま
し
た
。

」
私
た
ち
の
憩
い
の
場

　
昭
和
十
年
前
後
に
は
菅
生
川
で
貸
し
ボ

ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
前

は
伊
賀
川
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

桜
の
季
節
に
ボ
ー
ト
か
ら
眺
め
る
風
景
は

特
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
四
十
七
、
八
年
ご
ろ
ま
で
多
く

の
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
現
在
の
乙
川
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

る
乙
川
噴
水
は
昭
和
六
十
二
年
に
完
成
。

三
十
五
び
の
高
さ
ま
で
水
を
吹
き
上
げ
る

中
央
噴
水
は
岡
崎
城
の
別
名
竜
ヶ
城
に
ち

な
ん
だ
昇
竜
を
、
ア
ー
チ
形
は
三
河
花
火

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
岡
崎
城
、
岡
崎

公
園
と
と
も
に
、
こ
の
あ
た
り
の
景
観
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
川

の
浄
化
に
も
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

　
河
川
敷
は
、
桜
ま
つ
り
、
花
火
大
会
、

市
民
ま
つ
り
な
ど
、
季
節
を
問
わ
ず
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
辺
に
訪
れ
る
野

鳥
も
多
く
、
岡
崎
城
、
岡
崎
公
園
と
と
も

に
、
市
民
の
憩
い
の
広
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
（
地
図
⑥
）
。

　
源
流
か
ら
た
ど
つ

て
き
た
乙
川
は
、
ハ

帖
南
町
か
ら
南
下
し

て
天
白
町
で
矢
作
川

と
合
流
し
、
三
河
湾

に
注
い
で
い
ま
す
。

　
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
知
ら
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
も
の
を

育
て
て
く
れ
る
川
。

こ
の
流
れ
の
周
辺
で

は
多
く
の
人
が
川
の

恵
み
を
受
け
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
自
然

の
恩
恵
に
感
謝
し
、

地
域
の
人
た
ち
が
長

い
歳
月
を
か
け
て
大

切
に
守
り
、
見
つ
め

て
き
た
川
を
今
後
も

守
り
続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

７
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南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

８
月
４
日
㈹
オ
ー
プ
ン

　
こ
の
た
び
、
下
青
野
町
に
南
部
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
８
川
４
口
吻
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
中
央
、

北
部
の
各
セ
ン
タ
ー
に
続
く
、
市
内
三
館

目
の
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
施
設
は
平
屋
建
て
で
、
和
風
の
『
蔵
』

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観
と
な
っ
て
お
り
、

内
部
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
東
側
に
は
、
健
康
な
お
年
寄
り
が
集
う

　
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
六
ト

歳
以
上
の
か
た
で
あ
れ
ば
、
自
山
に
利
川

で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
カ
ラ
オ
ヶ
、
洲

碁
、
将
棋
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

　
西
側
は
、
「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」
と
「
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

す
。
「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、

介
護
が
必
要
で
登
録
さ
れ
て
い
る
お
年
寄

り
を
送
迎
し
、
入
浴
、
食
事
、
日
常
動
作

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。
「
老
人
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
」
は
、
介
護
が
必
要
な
老
人
と

家
族
の
た
め
の
施
設
で
、
専
門
の
職
員
が

在
宅
介
護
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
利
用
時
間
は
、
月
曜
口
か
ら
土
曜
日
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、

入
浴
は
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時

ま
で
で
す
。

南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
l
a
4
3
・
６
６
０
０

c

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
へ

中
学
生
四
人
を
派
遣

　
姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
へ

の
親
善
訪
問
使
節
団
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
の
団
員
は
、
伊
藤
雄
太
さ
ん
（
甲
山

中
）
、
田
口
祥
子
さ
ん
（
南
中
）
、
大
塚
美

幸
さ
ん
（
葵
中
）
、
城
殿
幸
作
さ
ん
（
城
北

中
）
の
四
人
で
す
。

　
一
行
は
、
九
月
三
十
‐
‥
に
名
古
屋
空
港

を
出
発
。
六
日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
、
学
校
や
市
役
所
な
ど
を
訪
問
し
、

十
月
九
日
に
帰
国
す
る
予
定
で
す
。

　
団
員
の
伊
藤
雄
太
さ
ん
は
、
「
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
実
際
の
姿
を
見
て
、
触
れ
て
、

積
極
的
に
歴
史
や
文
化
、
生
活
な
ど
を
学

び
た
い
。
何
か
を
つ
か
ん
で
き
た
い
」
と
、

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

第
二
東
名
高
速
道
路

中
心
杭
初
杭
打
式

　
平
成
１
　
年
か
ら
、
日
本
道
路
公
団
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
「
第
二
東
名
高
速

道
路
」
事
業
。

　
六
月
三
十
日
に
は
、
現
地
に
道
路
の
中

心
を
示
す
枕
打
を
記
念
し
て
、
「
中
心
抗
初

抗
打
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
さ

ら
に
詳
細
な
測
量
等
の
各
種
調
査
が
実
施

さ
れ
、
市
内
北
東
部
の
丘
陵
地
約
十
三
・
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
通
過
す
る
予
定
で
す
。

　
第
二
東
名
高
速
道
路
は
、
東
京
都
と
名

古
屋
市
を
６
車
線
（
一
部
４
車
線
）
で
結

び
、
渋
滞
緩
和
を
目
指
し
た
情
報
シ
ス
テ

ム
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス

テ
ム
な
ど
最
先
端
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
が
駆

使
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
東
名
高
速
道
路

の
混
雑
を
解
消
し
、
交
通
事
故
が
少
な
く

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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ご
み
箱
を
活
用
し
て

ポ
イ
捨
て
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
岡
崎
市
で
は
、
町
の
環
境
美
化
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
暑
い
季
節
に
な
る
と
、
の
ど
か
か
わ
い

て
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
を
食
べ
た
り
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
出
る
空
き
缶
や
容

器
な
ど
の
ゴ
ミ
を
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て

い
ま
す
か
。

　
自
宅
な
ら
、
迷
う
こ
と
な
く
ご
み
箱
に

捨
て
ま
す
。
で
も
、
ド
ラ
イ
ブ
の
最
中
や
、

ま
ち
か
ど
で
ご
み
箱
が
兄
つ
か
ら
な
い
と

き
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
少
し
く
ら
い
な

ら
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
ポ
イ
捨
て

す
る
と
、
町
は
ゴ
ミ
だ
ら
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

組
み
立
て
式
ご
み
箱
を
差
し
上
げ
ま
す

　
市
で
は
、
無
料
で
ご
み
箱
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
ご
み
箱
は
段
ボ
ー
ル
製
で
、
持
ち
運
び

に
便
利
な
組
み
立
て
式
で
す
。
大
き
さ
は
、

高
さ
が
ニ
ト
四
・
五
セ
ン
チ
、
幅
と
奥
行

き
が
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
車
の
中
に
置

い
て
も
邪
魔
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
上
手
に
活
用
し
て
、
ポ
イ
捨
て
を
防
　
１
　
Ｌ

Ｉ
配
布
場
所
　
環
境
保
全
課
（
市
役
所
福

祉
会
館
５
階
）
窓
‐
。
ほ
か
に
、
市
環
境

調
査
セ
ン
タ
ー
の
兄
学
者
に
も
、
無
料
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
保
全
課
　
萱
2
3

◆
６
1
８
８

市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
掛
け
る
こ
と

・
自
動
車
な
ど
か
ら
、
空
き
缶
、
紙
ク
ズ
、

タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
を
投
げ
捨
て
る
の
は

や
め
ヰ
｀
し
よ
ヽ
つ
。

・
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
、
空
き
缶
と
燃
え

る
ゴ
ミ
を
分
別
す
る
な
ど
、
ル
ー
ル
を
守

っ
て
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
外
で
ご
み
箱
が
兄
当
た
ら
な
い
と
き

は
、
必
ず
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
ゴ
ミ
の
散
乱
を
防
止
し
て
、
き
れ
い
で

住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

第373回

全
国
へ
羽
ば
た
け
　
飛
躍
の
大
会

豊
々
根
猿
大

　
市
民
や
市
内
の
学
校
、
団
体
あ
る

い
は
岡
崎
ゆ
か
り
の
大
勢
の
か
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
多
分
野

で
、
全
国
大
会
あ
る
い
は
国
際
大
会

に
出
場
し
、
立
派
な
成
績
を
収
め
ら

れ
て
い
る
。
市
役
所
で
そ
う
し
た
か

た
か
ら
結
果
報
告
を
い
た
だ
く
と
き

は
、
全
市
民
に
代
わ
り
感
謝
と
激
励

を
申
し
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
私

に
と
っ
て
も
、
本
当
に
喜
ば
し
く
誇

り
す
ら
感
じ
る
い
っ
と
き
で
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
限
っ
て
も
、
こ
の
一

ヵ
月
間
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
競
技
に
出
場
し
た
羽
根
町
の
加
藤

桂
規
君
、
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た

都
市
対
抗
野
球
全
国
大
会
に
初
出
場

を
果
た
し
た
三
菱
自
動
車
岡
崎
の
野

球
部
、
教
几
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

の
全
国
大
会
に
四
年
連
続
八
回
口
の

出
場
が
決
ま
っ
た
岡
崎
教
員
ク
ラ

ブ
、
カ
ナ
ダ
の
環
太
平
洋
国
際
体
操

競
技
選
手
権
大
会
に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
た
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
‐
本
女
子
体
操
の
星
で
あ
る
若
松

東
の
中
瀬
直
子
さ
ん
、
中
学
生
相
撲

選
手
権
全
国
人
会
に
出
場
す
る
竜
海

中
学
の
手
島
進
吾
君
、
高
校
総
体
五

年
連
続
通
算
二
十
七
回
出
場
の
岡
崎

学
園
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
な
ど
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ほ
か
に
も
大
勢

の
か
た
と
喜
び
を
共
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
岡
崎
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
す
る
か
た
で
、
昨
年
一
年
間

に
全
国
大
会
に
出
場
し
た
か
た
は
延

べ
七
百
人
を
、
岡
際
大
会
出
場
者
も

‐
１
人
を
超
え
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
七
月
下
旬
か
ら
中
学

校
の
市
長
杯
総
八
‐
体
育
大
会
と
小
学

校
の
球
技
大
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
・
水
泳
大
会
が
開
幕
し
た
。
最
上

級
生
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校

生
活
最
後
の
大
会
で
あ
る
が
、
特
に

市
長
杯
を
勝
ち
抜
い
た
中
学
校
の
チ

ー
ム
あ
る
い
は
選
手
は
、
西
三
河
大

会
、
県
大
会
、
東
海
大
会
、
そ
し
て

全
国
大
会
へ
駒
を
進
め
る
こ
と
の
で

き
る
飛
躍
の
大
会
な
の
で
あ
る
。

　
将
来
の
岡
崎
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
努
力
と
そ
れ
を
支
え
る
関
係
者
の

熱
意
に
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。

○



の話題

市
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た

　
七
川
一
‐
、
市
民
会
館
で
市
制
施
行
八

ト
ニ
川
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
中
根
岡
崎
巾
長
が
式
辞
を
述

べ
た
後
、
自
治
、
教
育
、
産
業
な
ど
の
各

分
野
で
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
六
ト
丘

人
の
個
人
の
か
た
と
、
十
六
の
団
体
の
み

-ji－

な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
愛

知
県
知
事
代
理
の
宇
井
清
次
西
三
河
事
務

所
長
、
人
川
陣
芙
岡
崎
商
工
会
議
所
会
頭

ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
最
後
に
巾
民
合
唱
団

と
と
も
に
出
席
者
令
員
で
市
歌
を
斉
唱
し

ま
し
た
。

-

七
夕
飾
り
を
作
ろ
う

　
Ｌ
川
丘
‐
、
太
陽
の
城
で
「
七
夕
ま
つ

り
を
し
よ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

‥
‥
‥
‥
は
、
俘
ト
人
あ
ま
り
の
子
ど
も
た
ち
と

そ
の
μ
護
者
が
参
加
し
、
七
夕
の
映
画
を

兄
た
あ
と
、
先
生
の
指
導
で
七
夕
飾
り
を

作
っ
た
り
、
色
と
り
ど
り
の
短
附
に
願
い

事
を
北
‥
い
た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
人

ひ
と
り
崔
の
菓
に
飾
り
や
短
冊
を
結
び
、

歌
を
歌
っ
て
じ
夕
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。

^宕
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●

御
田
扇
ま
つ
り

　
じ
月
ト
ニ
目
、
「
扇
さ
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
「
御
川
扇
神
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
公
式
に
は

　
「
皇
大
神
宮
御
田
扇
神
祭
」
と
い
い
、
起

源
は
皇
天
神
宮
の
御
鍬
祭
り
に
山
来
し
、

御
田
植
神
事
に
稲
の
豊
作
を
祈
り
、
「
虫
よ

け
」
と
し
て
人
き
な
扇
が
使
川
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
‐
は
中
村
町
の
占

部
天
神
社
か
ら
坂
左
右
町
の
収
左
右
神
明

社
ま
で
、
扇
や
太
鼓
、
ボ
ン
ボ
リ
な
ど
の

行
列
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ｅ



　
　
　
　
　
　
●

「
せ
せ
ら
ぎ
の
広
場
」
で
魚
つ
か
み

　
じ
月
川
目
、
常
槃
収
小
の
令
児
服
‐
二

ト
じ
人
が
「
せ
せ
ら
ぎ
の
広
場
」
で
魚
つ

か
み
を
し
ま
し
た
。
こ
の
広
場
は
、
愛
知

県
岡
崎
Ｌ
木
事
務
所
が
整
備
し
、
一
‐
の

僑
に
挟
ま
れ
た
約
口
‐
の
区
問
、
水
深
二

ト
～
四
ト
ご
の
川
底
の
所
々
に
、
さ
ま
ざ

ま
々
形
の
自
然
石
が
約
・
り
‐
五
ト
個
敷
い

て
あ
り
、
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
の
ロ
は
金
魚
が
放
流
さ
れ
、
縦
割
り
班

に
分
か
れ
た
子
ど
も
た
ら
が
、
競
い
八
］
い

な
が
ら
魚
つ
か
み
を
、
歓
声
を
ト
げ
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



O＠９/俘/屠Ｊ/６０＠

　
　
「
明
石
海
峡
大
橋
」
「
名
港
ト
リ
ト
ン
」

の
開
通
で
、
今
年
は
ち
ょ
っ
と
し
た
橋
ブ

ー
ム
の
よ
う
で
す
が
、
私
た
ち
の
街
に
も

立
派
な
「
岡
崎
大
橋
」
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
四
年
三
月
に
開
通
し
、
今
年
で
六

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
橋
の
長
さ
五
百
四
十

五
メ
ー
ト
ル
、
取
り
付
け
高
架
部
を
含
め

る
と
八
百
十
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
一
メ
ー

ト
ル
の
市
内
で
一
１
　
長
い
橋
で
す
。
幾
分

色
あ
せ
は
感
じ
ら
れ
ま
す
が
。
真
っ
赤
な

ア
ー
チ
型
は
と
て
も
印
象
的
で
す
。

　
普
段
、
車
で
通
過
す
れ
ば
あ
っ
と
い
う

間
で
す
が
、
歩
道
を
歩
い
て
み
る
と
想
像

以
上
の
橋
の
長
さ
、
高
さ
に
驚
き
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
大
門
方
面
か
ら
急
斜
面
の
歩
道
を
登
り

き
る
と
北
野
の
街
が
パ
ッ
と
広
が
り
、
南

の
方
向
を
見
る
と
市
の
中
心
部
や
三
河
の

山
々
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
眼
下

を
流
れ
る
矢
作
川
は
、
天
候
に
よ
っ
て
穏

や
か
で
澄
ん
だ
流
れ
で
あ
っ
た
り
、
吸
い

込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
濁
流
で
あ
っ
た

り
と
様
々
な
姿
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
季
節
の
変
化
に
伴
っ
て
景
色
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
春
に
は
タ
ン
ポ
ポ
で
覆
わ
れ
た
堤
防
、

夏
は
岡
崎
の
花
火

大
会
、
秋
は
西
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

空
へ
沈
み
ゆ
く
夕

日
、
冬
は
雪
の
御

岳
山
を
遠
く
に
望

む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
ん
な
中
、

日
に
付
く
の
が
ご

み
で
す
。
年
に
数

回
堤
防
の
除
草
作

北ブロック

業
と
い
っ
し
ょ
に
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

使
い
終
わ
っ
た
花
火
な
ど
も
回
収
し
ま
す

が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
す
ぐ
に
ご
み
が

た
ま
り
憤
り
さ
え
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
環

境
の
中
で
も
水
辺
で
羽
を
休
め
て
い
る
鳥

や
、
川
底
で
静
か
に
泳
ぐ
魚
た
ち
が
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
地
域
の
発
展
の
た
め
膨
大
な
費
用
と
労

力
を
か
け
て
作
ら
れ
た
「
岡
崎
大
橋
」
。
た

ま
に
は
車
を
使
わ
ず
ご
自
身
で
歩
か
れ
て

は
い
か
が
で
す
か
。
き
っ
と
新
し
い
発
見

に
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

・

　
岡
崎
環
状
線
を
東
公
園
か
ら
北
に
逃

み
、
ず
針
街
道
へ
左
折
す
る
交
差
点
の
右

手
の
小
高
い
丘
に
、
岡
崎
で
最
も
古
い
と

言
わ
れ
る
稲
前
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　
稲
前
神
社
の
正
式
な
呼
び
名
は
、
「
い
な

く
ま
」
で
す
が
、
一
般
に
は
「
い
な
さ
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
呼
ば
れ
て
い
ま

甲山ブロック

す
。
創
立
年
代
は

不
詳
で
す
が
、
国

内
神
名
帳
に
正
五

位
下
稲
隈
天
神
坐

額
田
郡
と
記
さ

れ
、
平
安
朝
初
期

以
前
の
創
立
と
い

ヽ
つ
こ
と
で
す
。

　
そ
の
昔
岡
崎
は

伊
勢
神
宮
の
社
領
並
び
に
社
地
で
あ
っ
た

と
さ
れ
、
稲
前
神
社
は
神
宮
に
奉
納
す
る

稲
を
入
れ
る
倉
が
あ
り
、
多
く
の
初
穂
を

神
前
に
奉
納
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ

い
た
よ
う
で
す
。

　
ゆ
る
や
か
な
参
道
石
段
の
途
中
左
手
に

伊
勢
神
宮
遥
拝
所
の
碑
が
あ
り
、
神
宮
の

神
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　
現
在
、
稲
前
神
社
の
周
辺
も
宅
地
造
成

が
進
み
、
数
年
前
と
は
一
変
し
、
の
ど
か

な
様
相
も
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
神
社
の
森

は
市
の
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
に
も
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
開
発
が
進
む
中
、
貴
重
な

入
り
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
け
ば
爽
や
か
な
風

が
波
り
、
森
林
浴
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

　
い
つ
も
は
静
か
な
境
内
も
。
毎
年
十
川

の
第
三
‐
即
‐
に
は
祭
礼
が
行
わ
れ
、
小

学
生
女
子
に
よ
る
巫
女
舞
が
奉
納
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
て

の
カ
ラ
オ
ヶ
大
会
や
有
志
に
よ
る
奉
納
手

筒
花
火
な
ど
で
に
ぎ
や
か
な
秋
の
一
目

が
、
人
々
の
協
力
の
も
と
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
大
晦
日
除
夜
の
鐘
の
嶋
る
こ
ろ

か
ら
初
詣
の
人
々
が
集
ま
り
始
め
、
年
始

の
神
事
が
済
む
と
厄
年
仝
に
よ
る
御
神
酒

や
甘
酒
が
振
舞
わ
れ
、
境
内
は
Ｉ
屑
に
ぎ

や
か
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
年

の
幸
福
と
健
康
を
願
っ
て
神
社
ゆ
か
り
の

伊
勢
神
宮
へ
の
初
詣
の
旅
（
日
帰
り
）
が

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
い
歴
史
を
持
つ
稲
前
神
社
は
、
地
域

の
和
の
基
と
な
り
、
い
つ
ま
で
も
緑
豊
か

な
自
然
を
残
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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一
枚
の

Ｊ
Ｉ
Ｆ
ド
］

自
動
車
文
庫

ｙ
が
「
ら
一

　
一
九
七
丘
年
（
昭
和
託
十
年
）
八
月
五
日
、

巾
民
や
青
少
年
に
良
い
本
を
と
市
立
図
書

館
に
自
動
車
文
庫
が
誕
生
。
自
動
車
文
庫

の
車
両
を
「
み
ど
り
号
」
と
命
名
し
、
市

内
二
十
五
ヵ
所
の
巡
回
を
始
め
ま
し
た
。

　
写
真
は
同
年
八
月
二
十
九
日
、
竜
谷
小

学
校
を
訪
れ
た
と
き
の
模
様
で
す
。

　
そ
の
後
、
白
動
車
文
庫
は
車
両
を
１
台

増
車
し
、
巡
回
筒
所
を
増
や
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
の
車
両
更
新
の
際
、
名

称
を
「
あ
お
い
号
」
に
改
称
。
現
在
で
は

四
ト
ニ
カ
所
を
巡
回
し
、
年
間
延
べ
約
二

万
人
の
か
た
が
利
用
し
、
約
十
八
万
八
千

冊
の
本
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ヽゐv
f・ A

小川優子さん

　
社
会
福
祉
の
進
ん
で
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
少
し
で
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
思
い
、

受
講
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

スウェーデンをもっと知ろう

平成10年は、スウェーデン王国ウッデバラ市との姉妹

都市提携3O周年にあたります。

これにちなみ岡崎市国際交流協会では、スウェーデン

をもっとよく知ってもらおうと、６月20日と７月４日●

にスウェーデン講座を開講しました。

なお、スウェーデン講座は10月にも行われる予定です。
服部周平くん(附属中２年)

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
人
選
の
副
賞
で
、
ス

イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
対
策
を
兇

学
し
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
環
境
先

進
国
で
す
。
も
っ
と
勉
強
し
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
日
本
の
環
境
対
策
を
比
較
し
て
、

文
章
に
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

クリステルさん
餅Ｅ

有
鴨

　
岡
崎
は
、
住
ん
で
い
て
欲
し
い
な
と
思

う
病
院
や
美
術
博
物
館
な
ど
の
施
設
が
充

実
す
る
い
い
街
で
す
ね
。

　
今
日
の
よ
う
な
催
し
を
頻
繁
に
行
え

ば
、
ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
の
人
た
ち
と
も
っ
と

親
密
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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葵
員

房
芸

サ崎ガラ

　ラ　ス

岡
が

早崎志保さん

　
ガ
ラ
ス
丁
芸
講
座
な
ど
で
大
勢
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
の
ガ
ラ
ス
工
房
。
七
月
一
‐
か
ら
は
名

称
を
「
岡
崎
ガ
ラ
ス
工
房
葵
」
と
改
め
、

講
座
の
一
層
の
充
実
に

加
え
、
作
品
を
美
術
際

物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ

ョ
ッ
プ
で
販
売
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ガ
ラ
ス
工
芸
員
と
し
て

ガ
ラ
ス
美
術
を
専
攻
し

た
早
崎
志
保
さ
ん
を
採

用
し
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス

に
か
け
る
思
い
を
聞
き
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
エ
芸
の
お
も
し
ろ
さ
は
？

　
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
を
形
に
で

き
る
こ
と
で
す
ね
。
道
具
を
使
っ
て
、
ガ

ラ
ス
を
自
由
に
操
り
、
作
品
を
創
る
楽
し

さ
は
格
別
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
作
品
が

誰
か
の
手
に
わ
た
・
リ
、
そ
の
人
の
生
活
が

楽
し
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
と
、
と
て

も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
抱
負
を
。

　
ま
ず
、
ガ
ラ
ス
に
さ
わ
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
興
味
を
持
た
れ
た
か
た
が
、
趣
味

で
終
わ
ら
せ
る
の
で
な
く
、
自
分
の
考
え

を
表
現
す
る
作
品
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
ガ

ラ
ス
作
品
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
お

手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
早
崎
さ
ん
自
身
が
表
現
し
た
い
も
の
は

何
で
す
か
？

　
以
前
か
ら
自
然
環
境
に
興
味
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
現
代
人
が
忘
れ
て
い
る
自
然

の
気
持
ち
よ
さ
。
そ
れ
は
、
林
を
歩
い
て

い
る
と
き
に
兄
る
４
　
　
漏
れ
日
の
キ
ラ
キ
ラ

し
た
感
じ
や
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
青
い

海
を
な
が
め
た
と
き
に
感
じ
る
晴
れ
や
か

‐
’
・
　
　
　
　
　
　
な
気
分
。
そ
う
い
う
気

　
　
　
　
　
　
　
持
ち
を
思
い
出
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
作
品
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ラ
ス
美
術

と
い
う
型
に
は
め
る
の

で
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
に

ン
ツ
．
Ｚ
金
属
や
木
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　
　
「
ガ
ラ
ス
工
房
葵
」
は
廃
ガ
ラ
ス
の
有

効
利
用
が
目
的
で
す
が
、
感
想
は
？

　
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
を
使
う
こ
と
は
、

自
然
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

ピ
ッ
タ
リ
で
、
私
の
作
品
に
は
最
高
の
材

料
だ
と
思
い
ま
す
。

　
十
六
年
の
歴
史
を
持
つ
岡
崎
の
「
ガ
ラ

ス
工
房
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
ガ
ラ
ス
工

芸
員
を
増
員
し
、
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
早
崎
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
制

度
つ
て
何
で
す
か
。

　
’
　
　
Ｊ
Ｅ
　
√
　
　
゛

＜

い

大嶽十四男さん

　(若松東三丁目)

　
車
い
す
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
制
度

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
は

機
器
の
有
効
利
用
と
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。

　　　１

岡崎市社会福祉協議会

松井地域福祉サービス

センター所長代理

　
こ
の
制
度
は
、
車
い
す
や
電
動
ベ
ッ
ド

な
ど
の
福
祉
機
器
が
欲
し
い
人
、
不
要
に

な
り
譲
り
た
い
人
の
情
報
を
集
め
提
供
す

る
こ
と
で
、
機
器
の
有
効
利
用
を
図
る
も

の
で
す
。
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ
車
い
す
が
不
要
と
の
登
録
が
あ
っ
た
場

合
、
必
要
と
登
録
し
て
あ
る
か
た
に
連
絡

し
、
当
人
同
上
で
交
渉
の
Ｌ
、
無
料
ま
た

は
有
料
で
譲
っ
。
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
七
年
か
ら
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に

約
一
一
百
件
の
交
渉
が
成
立
し
て
い
ま
す
が

毎
月
一
ｕ
発
行
の
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
の

登
録
状
況
の
と
お
り
、
車
い
す
に
つ
い
て

は
、
譲
っ
て
欲
し
い
人
の
登
録
数
に
比
べ
、

譲
り
た
い
人
の
登
録
数
が
格
段
に
少
な
い

の
が
実
状
で
す
。
福
祉
機
器
の
有
効
利
用

と
助
け
合
い
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
不
要
に
な
っ
た
福
祉
機

器
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
へ

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
運
搬

な
ど
で
お
困
り
の
場
合
は
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
登
録
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
会
館

内
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
a
2
3
・

８
９
３
８
へ
お
願
い
し
ま
す
。

市政だより／岡崎1998年(平成10年)8月１日ｅ



今
年
は
、

ハ

ー

リ

市
の
北
東
山
間
地
に
位
置
す
る
駒
立
町
。
昔
は
人

や
馬
の
往
来
の
激
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
土
地
を

生
か
し
て
観
光
ブ
ド
ウ
園
を
開
園
し
、
県
下
有
数

の
ブ
ド
ウ
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ド
ウ
が
実
る
里
　
駒
立

中根　賢さん

(駒立町・51歳)

　
今
か
ら
四
百
七
十
年
ほ
ど
前
、
松
平
清

康
公
が
岡
崎
に
入
っ
て
か
ら
、
岡
崎
～
滝

～
米
河
内
～
駒
立
～
渡
通
津
～
松
平
郷
と

人
や
馬
の
往
来
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
間
に
位
置
し
お
い
し
い
水
が
流
れ
、

馬
の
水
飲
み
場
と
な
っ
て
い
た
の
が
現
在

月
一
日
に
開
園
一
し
ま
す
。

の
駒
に
ロ
一
町
で
す
。

　
そ
し
て
、
駒
立

町
で
ブ
ド
ウ
園
を

営
む
岡
崎
駒
立
ぶ

ど
う
狩
り
組
合
長

の
中
根
さ
ん
は

　
「
飛
脚
馬
が
立
っ

て
鳴
い
た
と
こ
ろ

か
ら
Ｉ
「
駒
（
馬
）

立
ち
』
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
」
と
言

い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
四
年

に
は
、
各
地
（
主
に
山
梨
県
）
　
へ
視
察
に

行
っ
て
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
「
こ
の
駒
立

の
地
は
、
花
肖
岩
に
よ
る
砂
地
が
多
い
た

め
排
水
性
が
よ
く
、
標
高
が
高
い
た
め
昼

夜
の
寒
暖
差
が
激
し
く
果
物
を
育
て
る
の

に
適
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
夏
は
日
中

暑
い
け
ど
、
夜
は
ク
ー
ラ
ー
が
い
ら
な
い

ん
で
す
よ
」
と
中
根
さ
ん
。

　
で
も
当
時
は
こ
ん
な
話
も
。
「
観
光
ブ
ド

ウ
園
を
開
園
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
に
、
昭

和
三
十
往
年
こ
ろ
に
は
お
鉄
バ
ス
を
開
通

さ
せ
る
よ
う
会
社
に
陳
情
を
し
た
そ
う
で

す
。
ま
だ
マ
イ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
前

で
し
た
の
で
、
バ
ス
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
は

必
要
不
可
欠
で
し
た
。
そ
し
て
、
専
業
で

や
っ
て
い
く
た
め
に
農
園
の
規
模
を
拡
大

し
、
人
型
作
業
機
を
導
入
し
ま
し
た
」
。
そ

の
結
果
、
観
光
ブ
ド
ウ
園
を
始
め
た
と
き

は
一
園
あ
た
り
Ｉ
～
二
反
（
一
反
は
約
三

〇
〇
坪
）
だ
っ
た
面
積
が
現
在
は
平
均
し

て
、
∵
五
町
歩
（
約
四
五
〇
〇
坪
）
程
度

に
ま
で
増
え
、
約
五
万
人
の
入
場
者
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
「
特
に
最
近
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場

と
し
て
、
ま
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
（
駒
立
ブ
ド
ウ
園
が
）
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
ブ
ド
ウ
は
ヒ
月
上
旬
が

暑
か
っ
た
た
め
、
廿
く
て
お
い
し
い
ブ
ド

ウ
が
期
待
で
き
ま
す
よ
」
。

戸

臨
―

　　　　　　ir^　　；

山田祐子さん(上里一丁目)

ぽくたちは二卵性双生児

　｢ねえねえ、お話ししようよ。｣

　(涼太・2 ヵ月、桃子・2 ヵ月)

伊渾敏行さん(竜美中２丁目)

　｢ぽくはお祭りが大好きなんだよ。｣

　(km・i歳)
綱川志穂さん(10歳･真伝町)

ｅ

屁弓
問題：下水道散策路

の名前は、○○○○

（８月14日必着）

応募方法／はがきに｢答｣と

化所、氏名、年齢、職業を明

記のうえ、〒444-8601　岡崎

市役所広報課広報広聴班まで。

はがきは一人一葉とし、正解

者の中から５人のかたに記念

品を贈呈。

　前回の応募総数は182人で、

抽選の結果、高橋疏一(六供

町)、市岡利香(伊賀町)、織

田幸止(六供町)､篠田明奈(矢

作町)、人本智p (西大友町)

の皆さんに記念品を送りま

す。

前回(7月1日号)の答：8 2



普
通
・

上
級
救
命
講
習
会

登東
53消
11

急
係

日
時
　
９
月
５
日
出
　
午
前
９
時

●

Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

～
正
午

　
内
容
　
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
な
ど

上
級
救
命
講
習

　
日
時
　
９
月
｡
―
一
日
出
　
午
前
９
時

～
午
後
６
時

　
内
容
　
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
止
血
な
ど

　
各
講
習
共
通

　
場
所
　
東
消
防
署
本
署
　
会
議
室

　
資
格
　
高
校
生
以
上

　
受
講
料
　
無
料

　
募
集
人
員
　
各
2
0
人
（
先
着
順
）

　
申
込
方
法
　
８
月
1
6
日
圓
か
ら
2
9

日
出
の
間
に
、
電
話
で
東
消
防
署
本

署
救
急
係
へ
。

第
4
9
回
岡
崎
市

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
期
日
　
９
月
６
日
向
　
雨
天
決
行

　
コ
ー
ス
　
中
央
総
合
公
園
周
辺

　
集
合
場
所
　
中
央
総
合
公
園
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
広
場

　
受
付
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
～
1
0

時
対
象
　
年
齢
、

性
‐
．
‘
χ

【
万

経
験
を
問

Ｍ
Ａ
Ｔ

い
ま
せ
ん

　
形
式
　
ス
コ
ア
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ

　
競
技
開
始
　
午
前
1
0
時
3
0
分
一
斉

ス
タ
ー
ト
。
競
技
時
間
6
0
分
　
以
後

減
点

　
ク
ラ
ス

一

般

家

族

ぷ

§「
ｋ

手

１

ｉ

Ｗ
Ｎ

－
ＷＢ ＷＡ ＭＮ ＭＢ ＭＡ 個

人

の

部

女
子
初級

年
齢
制
限
無し

女手

宍

女
子
上
級

年
齢
制
限
無し

１

自

芒

男
子
中
級

年
齢
制
限
無
し

１

級Ｉ

Ｆ

右回

外字

ルふ

む小
　学
　生
　以
　下
　の
　人
　を　含

吏

ｉ

　
参
加
料
　
▼
個
人
＝
高
校
生
以
下

四
百
円
、
学
生
六
百
円
、
一
般
八
百
円

Ｖ
ト
リ
ム
＝
高
校
生
以
下
で
編
成
の

グ
ル
ー
プ
五
百
円
、
そ
の
他
七
百
円

　
（
当
日
参
加
は
割
増
料
金
）

　
申
込
方
法
　
▼
個
人
＝
①
参
加
ク

Ｏ
Ｎ
●

憲
圖
口
囲
圖
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
芸
課
管
理
班
萱
2
8
・
５
０
０
１

　
８
月
3
0
日
倒
ま
で
の
期
間
中
に
、
左
表
の
ラ
リ
ー
対
象
展
覧
会
を
３
つ
以

上
ご
覧
に
な
り
、
各
施
設
に
備
え
て
あ
る
ス
タ
ン
プ
を
３
個
以
上
集
め
ら
れ

た
か
た
に
粗
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
全
部
の
展
覧
会
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
か
た
に
は
、
さ
ら
に
記
念
品

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

■
対
象
　
小
学
生
以
上

■
記
念
品
等
引
渡
施
設
　
記
念
品
等
の
引
き
渡
し
は
、
岡
崎
市
柔
術
博
物
館
、

岡
崎
市
美
術
館
、
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
の
３
施
設
だ
け
で
行

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

圓
記
念
品
等
引
渡
期
限
　
８
月
3
0
日
倒

施
設
名
・
電
話
番
号
な
ど

展
覧
会
名
／
開
催
期
間
…
…
ｙ
’
休
館
日

岡
崎
市
美
術
館
（
岡
崎
警
察
署
東
隣
）
豊
5
1
・
４
〔
・
〕
８
０

東
郷
青
児
展
／
８
月
５
日
困
～
８
月
2
3
日
日
／
月
曜
日
休
館

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
（
地
域
文
化
広
場
内
）
貧

世
界
の
ド
ト
ル
ズ
ハ
ワ
ス
展
／
８
月
3
0
日
日
ま
で
／
月
曜
日
休
館

劃魯|

◆
Ｑ
‥
》
に
Ｕ
Ｉ
－
‐
『
－
－晶

導
引
測
胆

市政だより／岡崎1998年(平成10年)8月１日ｅ

岡
崎
市
郷
土
館
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
南
）
公
門
・
1
0
3
9
　
　
　
　
　
　
　
　
一

岡
崎
・
ふ
る
さ
と
昆
虫
展
V
9
月
1
3
日
日
ま
で
／
月
曜
日
休
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
（
岡
崎
公
園
内
）
酋
2
4
・
2
2
0
4

常
設
展
　
英
傑
徳
川
家
康
公
や
三
河
武
士
／
無
休
／
岡
崎
城
と
の
共
通
券
あ
り

岡
崎
城
（
岡
崎
公
園
内
）
容
2
2
・
ｐ
Ｌ
Ｉ
－
２
２

常
設
展
　
岡
崎
城
の
歴
史
／
無
休
／
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
と
の
共
通
券
あ
り

奥
殿
陣
屋
（
奥
殿
町
）
登
4
5
・
7
2
3
0

水
晶
・
メ
ノ
ウ
の
原
石
と
工
芸
品
展
／
８
月
５
日
伽
～
８
月
Ｅ
日
困
／
月
曜
日
休
館

｜

｜



●ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ●

ラ
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
し
た
も
の
②
参
加

料
相
当
の
定
額
小
為
替
（
受
取
欄
無

記
名
）
③
九
十
円
切
手
を
張
り
申
込

者
の
宛
名
を
書
い
た
定
型
最
大
封
筒

の
三
点
を
同
封
し
、
郵
送
。

▼
ト
リ
ム
＝
は
が
き
に
参
加
者
全
員

の
氏
名
（
代
表
者
に
○
印
）
、
年
齢
、

住
所
を
記
入
し
郵
送
。
参
加
料
は
当

日
受
付
に
。

　
申
込
先
　
〒
仰
…
0
8
6
9
市

内
明
大
寺
町
出
ロ
コ
ー
番
地
三
六

岡
崎
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
事

務
局
　
加
藤
照
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
８
月
2
0
日
俐
（
消
印

有
効
）

　
そ
の
他
　
こ
の
大
会
と
併
設
し
て

第
ｃ
＼
　
　
回
東
海
地
区
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
リ

レ
ー
Ｏ
Ｌ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

親
子
映
画
会

　
期
日
　
８
月
2
3
日
剛

　
場
所
　
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
上
映
開
始
時
間
　
第
１
回
＝
午
前

1
0
時
、
第
２
回
＝
午
後
１
時
3
0
分

　
上
映
映
画
　
よ
つ
ち
ゃ
ん
の
不
思

議
な
ク
レ
ヨ
ン
、
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
、
三
匹
の
子
ぶ
た

　
対
象
　
幼
児
、
児
童
及
び
保
護
者

　
定
員
　
各
回
二
百
人
（
先
着
順
）

　
参
加
料
　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

※
　
整
理
券
は
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
内
）
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
（
福
祉
会
館
４
階
）
、
南
部
市
民
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

子
育
て
講
演
会

ノ

八公子
猫

Fv

　
日
時
　
９
月
ｃ
＼
　
　
日
出
　
午
前
頂
一
時

3
0
分
～
正
午

　
場
所
　
八
帖
保
育
園

　
演
題
　
造
形
と
子
ど
も
の
発
達

　
講
師
　
愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等

学
校
　
教
諭
　
鳥
居
一
平
氏

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
電
話
で
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
八
帖
保
育
園
へ
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

後
期
定
期
講
座

U

4よ

　
期
間
　
1
0
月
～
来
年
３
月

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
1
5
歳

以
上
3
0
歳
未
満
の
勤
労
青
年

　
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

　
申
込
方
法
　
各
講
座
の
受
付
日
の

午
後
６
時
か
ら
６
時
3
0
分
ま
で
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
で
受
け
付
け
ま
す

　
（
受
付
時
に
定
員
を
超
え
て
い
る
場

合
は
抽
選
）
。

　
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

　
定
期
講
座
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
山
登
り
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
人

形
劇
な
ど
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
常
時
、
入
会
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

講座名 内　　　　　　容 講師(敬称i§) 開設日 定員 教材費 受付日

初歩ゴルフ講座 グリップ・スタンスの基本から基礎技術をマ
スター

松田藤朗 毎週火屋日加回 2Q名 16,DDQ円 9/l固

華　道　講　座 　〈華遭雅楓流〉一枝の花を飾る心を大切に手

近な花を使って現代にマッチした生花指導

日下雅楓 毎週火曜日四回 20名

-
15名

IB.000円

9.000円

B/固

茶　道　講　座 　〈宗偏流〉実習をとおして茶に親しみ、覚え
ておくとよい常識的なマナー

高橋宗恵 毎週火曜日EO回 d/固

ジャズダンス講座 ジャズダンスの基礎と振付 服部キヨノ 毎週火曜日eo回 40名 P.DOO円 9/l叫

書　道　講　座 毛筆またはペン習字の基本から文部省認定試
験(3級～２級）受験までの指導

安藤寛子 毎週水曜日£0回 2□名 毛筆5,000円
ペン4,D0D円

9/2函

絵画入門講座 基礎知識から応用技法まで、描く楽しさをわ
かりやすく指導

中島芳雄 毎週水曜日2ﾛ回 凹名 7,000円 日/2崇

手　編　講　座 原形、基礎から実技までの実習および文部省
検定を受験できるよう指導

鈴木さだ子 毎週水曜日20回 2ﾛ名 7.000円 9/巳図

いけぱな講座 　〈池坊〉基本の直体、斜体の盛花から、自由
花の創作、その他、基礎からの実技を指導

高橋恵月 毎週木曜日20回 2ﾛ名 IB.000円 9/3俐

煎茶道講座 　〈松月流〉煎茶席の作法と実習、葉茶を煎じ

て飲み時節の味を楽しむ

日下栄翠 毎週木曜日2D回 15名 9.0D口円 9/肺

手　話　講　座 手話の基礎から簡単な日常会話をマスター 瀬戸フサ子

佐野貴子
毎週金曜日凹回 3D名 2,ODD円 9/4廊

きもの着付講座 ふだん着から訪問着までの着付および帯むす
び実習と日常マナーの学習

石原たつ子 毎週金曜日20回 15名 5.00D円 9/4圃

火曜料理講座 家庭でできる料理、おやつの基本と実習 黒柳桂子 毎週火曜日2ﾛ回 24名 14.000円 9/5[±)

水曜料理講座 家庭でできる料理、おやつの基本と実習 鈴木ひろ子 毎週水曜日2ﾛ回 P4名 14,DD0円 9/5{±)

木曜料理講座 家庭でできる料理、おやつの基本と実習 後藤スミ子 毎週木曜日巳口回巳4名 14.000円 9/5出

金曜料理講座 家庭でできる料理、おやつの基本と実習 広瀬輝美 毎週金曜日20回 M名 14,DD口円 8/5(±)

■講座時間　全講座とも午後６時3D分～□時Gn分
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男
性
の
料
理
教
室
と

女
性
の
英
語
講
座

新
米
コ
ッ
ク
・
お
と
こ
の
料
理
教
室

日
時
　
９
月
６
・
1
3
・
2
0

27

1
0
月
４
日
の
各
日
曜
日
（
計
５

午
前
1
0
時
～
正
午

弓

^^^^^^^
^^^^IB、

回

心

　
内
容
　
調
理
器
具
の
使
い
方
、
米

の
と
ぎ
方
、
材
料
の
切
り
方
な
ど
の

家
庭
料
理
の
基
礎
を
調
理
実
習
を
通

し
て
覚
え
る
。

　
講
師
　
片
桐
千
代
子
氏

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
男
性

　
募
集
人
員
　
3
6
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
教
材
費
　
三
千
五
百
円

女
性
の
た
め
の
英
語
講
座

～
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
じ
め
ま
し
よ
う
～

　
日
時
　
９
月
９
・
1
6
・
3
0
日
、
1
0

月
７
・
1
4
・
2
1
・
2
8
日
、
１
１
　
　
月
４
・

Ｈ
・
1
8
日
の
各
水
曜
日
（
計
頂
一
回
）

午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
内
容
　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
親
し

む
こ
と
か
ら
始
め
、
ロ
ー
マ
宇
や
力

タ
カ
ナ
語
を
習
得
す
る
。

　
講
師
　
本
多
弘
子
氏

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

　
（
学
生
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費

負
担
）

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
教

室
・
講
座
名
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢

⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
（
返
信
用
は
が

き
に
も
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
）
を

記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：
0
0
7
8
　
市
内

伊
賀
新
町
十
番
地
三
　
働
く
婦
人
会

館
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
1
4
日
廊
（
消
印

有
効
）

水
晶
・
メ
ノ
ウ
の

原
石
と
工
芸
品
展

　
期
間
　
８
月
５
日
伽
～
2
6
日
㈲

午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

　
場
所
　
奥
殿
陣
屋
書
院

　
内
容
　
水
晶
・
メ
ノ
ウ
の
原
石
と

工
芸
品
（
水
晶
1
5
点
・
メ
ノ
ウ
1
5
点
・

工
芸
品
1
0
点
）
を
展
示

　
入
場
無
料
・
月
曜
日
休
館

バ
ラ
の
育
て
方
・

日
時

場
所

内
容

剪
定
講
座

８
月
2
3
日
向
　
午
前
1
0
時

奥
殿
陣
屋

一
年
間
を
通
し
て
良
い
花

ｋ

を
咲
か
せ
る
に
は
、
ど
ん
な
手
入
れ

を
す
れ
ば
良
い
か
を
学
ぶ
。

　
講
師
　
バ
ラ
愛
好
家
　
杉
崎
正
弘

氏　
募
集
人
員
　
3
0
人

　
参
加
料
　
千
円
（
弁
当
代
を
含
む
）

　
申
込
方
法
　
８
月
１
１
一
日
固
か
ら
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0
分
の
間
に

電
話
で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
（
月

曜
日
は
除
く
）

　
そ
の
他
　
講
座
終
了
後
、
講
師
を

囲
み
昼
食
会
を
実
施
。

ホ

ム
ヘ
ル
パ

養

成
研
修
会

　
期
間
　
９
月
３
日
俐
～
1
0
月
９
日

面
の
う
ち
1
0
日
間

　
場
所
　
福
祉
会
館

　
募
集
課
程
　
３
級

　
対
象
　
県
内
に
在
住
の
1
8
歳
以
上

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
活
動

を
希
望
す
る
か
た

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
　
長
寿
課
（
市
役
所
本

館
―
階
）
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
で

長
寿
課
施
策
長
寿
班
ま
で
。

　
申
込
期
間
　
８
月
３
日
㈲
～
1
4
日
面

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

　
日
時
　
９
月
の
毎
週
水
曜
日
（
2
3

日
を
除
く
。
４
回
コ
ー
ス
）
　
午
前

1
0
時
～
１
１
八
時
3
0
分

　
場
所
　
中
央
総
合
公
園
第
１
錬
成

道
場

　
内
容
　
身
近
に
あ
る
も
の
を
使
っ

た
体
操
や
体
力
作
り
を
す
る
と
と
も

に
親
子
・
友
達
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

健
康
増
進
を
図
る
。

　
対
象
　
よ
ち
よ
ち
歩
き
か
ら
入
園

ま
で
の
幼
児
と
そ
の
父
母

　
募
集
人
員
　
3
0
組

　
参
加
料
　
三
千
円

　
申
込
方
法
　
８
月
1
2
日
㈹
か
ら
、

電
話
で
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

先
着
順
に
て
受
け
付
け
（
月
曜
日
は

除
く
）
。

矢
作
川
上
下
流

交
流
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー

　
日
時
　
８
月
2
6
日
伽
　
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
５
時
（
雨
天
決
行
）

　
集
合
場
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

　
目
的
地
　
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
・
長
野

県
根
羽
村
（
そ
ば
打
ち
体
験
）
、
中
部

電
力
奥
矢
作
揚
水
発
電
館
・
稲
武
町

　
（
施
設
見
学
）

　
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
親

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
①
親
子
の

氏
名
と
学
年
②
住
所
③
電
話
番
号
と

　
「
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
希
望
」
と

記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：
8
6
0
1
　
岡
崎

市
役
所
企
画
課
へ
　
（
一
枚
の
は
が
き

第T3回岡崎なぎなた選手権大会　｜
　

■日時　９月６日間午前lO時　　・申込期限　８月21日溺

■場所　中央総合公園第一錬成　　■申込方法教育委員会体育課

道場　　　　　　　　　　　　（福祉会館４階）または市体育

■種別　個人試合＝小学生の　　館にある所定の申込用紙に必要

部、中学生の部、高校・一般の　　事項を記入し､〒捌…0854市内

　防寅　合＝小生の、中　　　六名本町七番地体育協「な　

｜

生の部、高校・一般の部　　　　ぎなた大会」係へ。

Hi;;　　　　　　

ｌ

；　　　’｀，　ｊ　　　　　　

″

　　　　　　　　体育協会き53･7^64^

市政だより／岡崎1998年(平成10年)s月i日ｅ



＠

□｢匯｣圃兼團圃匯]□
　　　　　岡崎市美術館昔51・４２８０

■期間　９月上旬～来年3月末

■時間　午後川寺30分～３時30分

■コース　木曜日の部､金曜日の部（と

もに16回を予定）

■対象　市内在住、在勤、在学の18歳

以上の初心者（当講座の修了者は除く）

Ｉ内容　石こう、静物、風景、人物の

デッサンやスケッチ、郊外写生など

■講師　二紀会会友　中島芳雄氏

■教材費　5.000円（絵の具などの教材

は自己負担）

■募集人員　両コースとも25人（定員

を超えた場合は抽選）

■申込方法はがきに､①住所②氏名③

年齢④勤務先（学校名）⑤電話番号⑥

性別⑦希望曜日を記入し、〒禰…0864

市内明大寺町茶園11番地３　岡崎市美

術館「絵画教室」係へ。

・申込期限　８月15日（土)（消印有効

ねん'Jん巴ック'98

　　なぎなた
■日時…11月１日(日)・2日(月)

■会場…岡崎中央総合公園

個人事業税(第１期分)の

納期限は８月31日です。

愛知県西三河事務所　事業税担当

奮27・2713

犬を飼っている皆さんへ

　水道･電気･ガスなどの検針の

際、飼い犬による被害が増えていま

す。犬の放し飼いはやめましよう。

　また、メーターボックスの上には

物をおかないようご協力ください。

●ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ●

　
日
時
　
―
班
＝
９
月
2
1
日
～
1
0
月

2
6
日
の
毎
週
月
曜
日
（
６
日
間
）

２
班
＝
９
月
2
5
日
～
1
0
月
3
0
日
の
毎

週
金
曜
日
（
６
日
間
）
　
各
班
と
も

午
前
９
時
3
0
分
～
一
Ｈ
時
4
0
分

　
場
所
　
岡
崎
市
繊
維
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
染
色
の
基
礎
知
識
を
学
習

し
、
天
然
染
料
と
化
学
染
料
の
違
い

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
と
実
習

　
講
師
　
愛
知
県
技
術
指
導
員

白
井
政
二
氏

　
募
集
人
員
　
各
班
1
0
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
二
千
円

　
申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で

内
容
　
音
楽
劇
「
浄
瑠
璃
姫
」
を

　
日
時

　
場
所

ホ
ー
ル

８
月
2
5
日
㈹
　
午
後
２
時

太
陽
の
城
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

こ
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

染
色
講
座

　
日
時
　
８
月
2
2
日
出
　
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
太
陽
の
城

　
内
容
　
遊
び
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
（
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
踊
ろ

う
・
ピ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
）
、
工
作
コ

ー
ナ
ー
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
コ
ー

ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
な
ど

　
そ
の
他
　
ご
来
場
は
公
共
交
通
機

関
で
。

　
期
日
　
９
月
６
・
1
3
・
2
0
・
2
7
日
、

1
0
月
1
8
・
2
5
日
の
各
日
曜
日

　
募
集
人
員
・
時
間
　
①
市
内
在
住

の
小
学
校
２
・
３
年
生
2
5
人
　
午
前

９
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分
　
②
市
内
在

住
の
小
学
校
１
年
生
2
5
人
　
午
後
１

時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
場
所
　
太
陽
の
城

　
内
容
　
粘
土
、
絵
画
、
紙
工
作
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど

　
教
材
費
　
千
円
（
６
回
分
の
実
費
）

　
申
込
方
法
　
８
月
2
3
日
向
に
、
太

陽
の
城
２
階
視
聴
覚
室
で
午
前
９
時

ま
で
受
け
付
け
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）
。

保留地の処分

岡崎奥伝特定土地区画整理組合

a23 ・ 629 １

１保留地の位置及び筆数　真伝町

地内約90筆

■保留地の面積　201.43㎡～516.

03㎡

■保留地の単価　113.000円／㎡

～154.200円／㎡

・処分方法　随意契約（随時受付

を行っています）

■申込受付時間　午前８時30分

～午後５時（土・日・祝日は除く）

■申込受付場所　土地区画整理組

合連合会（本館８階）

■申込受付に必要なもの　印鑑

　（認め印で可）

※　詳しくは土地区画整理組合連

至

子
ど
も
造
形
教
室

で
親
子
合
わ
せ
て
三
人
ま
で
）
。

　
申
込
期
限
　
８
月
1
4
日
脂
（
消
印

有
効
）

　
そ
の
他
　
後
日
、
詳
し
い
通
知
文

を
送
付
し
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ

繊
維
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
申
込
期
限
　
９
月
１
日
㈹

上
演
（
参
加
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
）
。

　
対
象
　
小
中
学
生

　
入
場
料
　
無
料

　
そ
の
他
　
ご
来
場
は
公
共
交
通
機

関
で
。

県営

ク.ラウンド

市役所

[二]事業区域

mmインター

合会までお問い合わせください。

保留地の位置、価格などを案内し

たパンフレットも用意していま

す。



道
路
に
つ
い
て
の
勉
強
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
８
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」

と
し
て
、
道
路
愛
護
の
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
、
名
古
屋
国
道
事
務

所
で
は
、
夏
休
み
の
課
題
学
習
と
し

て
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
道
（
道

路
）
に
関
す
る
社
会
の
勉
強
を
す
る

際
に
必
要
な
資
料
提
供
を
す
る
「
お

助
け
隊
」
を
も
う
け
、
子
ど
も
た
ち

の
勉
強
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
８
月
３
日
㈲
～
2
1
日

廊
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

親
子
赤
十
字
教
室

　
日
時
　
①
８
月
2
4
日
側
　
②
８
月

2
8
日
廊
の
２
回
い
ず
れ
も
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

　
集
合
場
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

　
見
学
施
設
　
2
4
日
＝
愛
知
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
ト
ヨ
タ
会
館
2
8

日
＝
愛
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
、
ト
ヨ
タ
博
物
館

　
対
象
　
市
内
在
住
の
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
２
人
Ｉ
組
）

　
募
集
人
員
　
各
2
0
組
4
0
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
無
料
（
昼
食
は
各
自
で

用
意
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
①
参
加
希

望
日
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
州
…
8
6
0
1

岡
崎
市
役
所
障
害
援
護
課
内
日
赤
岡

崎
市
地
区
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
1
2
日
伽
（
消
印

有
効
）

簿
記
会
計
講
座
（
中
級
）

昔岡
53崎
腿

９妻
　議３所

　
期
間
　
９
月
２
日
～
1
0
月
2
1
日
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
計
2
0
回
）

午
後
６
時
～
８
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所

　
内
容
　
商
業
簿
記
（
日
商
簿
記
検

定
２
級
程
度
）
と
初
歩
の
工
業
簿
記

　
講
師
　
岡
崎
商
業
高
校
教
諭

加
藤
千
景
氏

　
募
集
人
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

　
受
講
料
　
二
万
七
千
円

　
申
込
方
法
　
岡
崎
商
工
会
議
所

　
（
竜
美
南
一
－
ニ
）
に
あ
る
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
み
。

　
申
込
期
限
　
８
月
2
1
日
吻

女
性
の
た
め
の
職
業
講
習
会

容県
○女
５性

　
日
時
　
９
月
８
日
脚
～
Ｈ
月
４
日

㈲
ま
で
の
2
1
日
間
　
午
前
９
時
3
0
分

～
午
後
３
時
1
5
分

　
場
所
　
安
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
室
（
安
城
市
桜
町
1
7
1
1
1
‥
‥
　
豊

Ｏ
ｒ
Ｏ
　
Ｌ
Ｄ
　
Ｏ
Ｄ
　
　
7
6
◆
ｌ
ｒ
Ｄ
ｌ
ｒ
｀
。
）
）

　
内
容
　
日
商
簿
記
検
定
３
級
程
度

の
内
容
の
商
業
簿
記

　
対
象
　
就
業
を
希
望
す
る
女
性

　
（
３
級
以
上
の
資
格
保
持
者
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
2
5
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担
）

　
申
込
方
法
　
８
月
Ｈ
日
㈹
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時
の
間
に
、
安
城
市
文

化
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
で
受
け
付
け
。

市
民
カ
レ
ッ
ジ

愛
知
産
業
大
学
・
愛
知
産
業

短
期
大
学
開
放
講
座

　
期
間
　
９
月
５
日
～
Ｈ
月
７
日
の

毎
週
土
曜
日
（
1
0
月
1
0
・
2
4
日
を
除

く
）
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
（
初

回
、
最
終
回
は
３
時
3
0
分
）

　
場
所
　
愛
知
産
業
大
学
・
愛
知
産

業
大
学
短
期
大
学

　
内
容
　
暮
ら
し
と
デ
ザ
イ
ン

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
1
8
歳

以
上
の
か
た

　
募
集
人
員
　
6
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
文
化
振
興
課
（
市
役

所
本
館
２
階
）
、
社
会
教
育
課
（
福
祉

会
館
４
階
）
、
愛
知
産
業
大
学
・
愛
知

産
業
大
学
短
期
大
学
（
萱
4
8
・
4
8

0
0
）
に
あ
る
所
定
の
往
復
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み
。

　
申
込
期
限
　
８
月
2
0
日
田

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど

目

７

旧

31

司

17

旧

３

9

26

９

19

日

旧

９

５
ａ

何岩
を田

求弘

め行
て．

い今

る｀
かデ

｀ザ
　イ

　ン

　は

語諸

学江
゛哲

　男

　暮

　ら　し

　の

　中
　の

　言

ブ
Ｕ

賢

蒜
－万

万

か高
ら橋

見省

る次
暮。

らモ
しノ

のの

変デ

遷ザ
゛イ
　ン

論矢
と田

実努
際．

｀環

　境

　デ

　ザ
　イ

　ン

　の

　理

Ｕ

ザ

jF

饅

る平

I―̂

゛か
Ｕ

紀

＼f

奏

§

市
民
カ
レ
ッ
ジ

愛
知
学
泉
大
学
・
愛
知
学
泉

女
子
短
期
大
学
開
放
講
座

　
期
間
　
９
月
５
日
～
Ｈ
月
７
日
の

毎
週
土
曜
日
（
1
0
月
1
0
・
2
4
日
を
除

く
）
　
午
前
1
0
時
～
Ｈ
時
3
0
分
（
初

回
、
最
終
回
は
正
午
）

　
場
所
　
愛
知
学
泉
大
学
・
愛
知
学

泉
女
子
短
期
大
学
　
岡
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

　
内
容
　
豊
か
に
美
し
い
生
活
を
求

め
て

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
1
8
歳

以
上
の
か
た

　
募
集
人
員
　
8
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
文
化
振
興
課
（
市
役

市政だより／岡崎1998年(平成10年)8月1日@
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所
本
館
２
階
）
、
社
会
教
育
課
（
福
祉

会
館
４
階
）
、
愛
知
学
泉
大
学
・
愛
知

学
泉
女
子
短
期
大
学
（
訓
・
1
2
1

2
）
に
あ
る
所
定
の
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み
。

　
申
込
期
間
　
８
月
2
0
日
俐

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど

□
７

ID

31

)0

17

1ロ
３

9
£8

日

1日

9
12

日

●５ Ｂ
と小

ば六
万

サ

フ

白

望

遊内

び田
リ･|ヽ|

　昭

　旅

　の

　中

　の

　学

　び

　と

室丹
“羽

　誠
　次
　郎

　私

　と
　し
　て
　の

　個

万万

ﾐﾀﾞ

ﾘ3

下

１

市万

のＸ

史上
と田
魅裕

カｰ，
　－゚ﾌ‾

　｜　マ

　パ

　｜
　ク
　の

　歴

艶

宍
で

li

吏

蕃

愛
知
県
岡
崎
総
合
運
動
場
の

テ
ニ
ス
教
室

　
期
間
　
９
月
７
日
～
1
0
月
９
日
の

毎
週
月
・
金
曜
日
　
午
前
1
0
時
～
正

午
（
計
1
0
回
）

　
場
所
　
愛
知
県
岡
崎
総
合
運
動
場

　
対
象
　
初
心
者
及
び
中
級
程
度
の

か
た

　
募
集
人
員
　
4
5
人

　
受
講
料
　
六
千
五
百
円

　
申
込
方
法
　
８
月
1
7
日
㈲
午
前
1
0

時
か
ら
同
運
動
場
２
階
会
議
室
で
受

付
、
説
明
会
を
実
施
。
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
満
た
な
い

場
合
は
随
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

青
経
連
ス
ク
ー
ル
の

講
師
な
ど
に

変
更
が
あ
り
ま
し
た

　
市
政
だ
よ
り
７
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
青
経
連
ス
ク
ー
ル
の

　
「
経
済
講
演
会
’
一
の
開
催
日
及
び
講

師
を
Ｈ
月
2
5
日
伽
か
ら
1
1
月
1
8
日
伽

に
、
田
原
総
一
郎
氏
か
ら
鳥
越
俊
太

郎
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
ま
し
た
。

な
お
、
時
間
と
会
場
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

－
’

都
市
景
観
環
境
賞
の
募
集

　
都
市
景
観
環
境
の
向
上
に
貢
献
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
建
築
物
や
活

動
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
岡
崎

市
都
市
景
観
環
境
賞
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
対
象
　
次
の
２
部
門
と
し
、

既
に
国
・
県
・
市
か
ら
表
彰
さ
れ
た
も

の
を
除
き
ま
す
。

①
景
観
創
造
建
築
物
等
（
景
観
建
築

物
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
）

②
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
都
市
景
観
環

境
の
向
上
に
努
力
し
て
き
た
活
動
な

ど
）

　
応
募
方
法
　
市
役
所
受
付
、
都
市

計
画
課
（
本
館
７
階
）
及
び
支
所
に

あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
〒
伽
・
：
8

6
0
1
　
岡
崎
市
役
所
都
市
計
画
課

へ
。

　
応
募
期
限
　
1
0
月
3
0
日
金
（
必
着
）

※
「
ス
ポ
ッ
ト
修
景
ア
イ
デ
ア
」
は

９
月
か
ら
募
集
す
る
予
定
で
す
。

科
学
技
術
庁
表
彰

創
意
工
夫
功
労
者
の
推
薦

ａ商
23工
゛労

b
壁

埓

　振

　興
　班

　
候
補
資
格
　
鉱
工
・
農
林
・
水
産
・

運
輸
・
通
信
・
建
設
・
保
健
衛
生
・

電
カ
ガ
ス
な
ど
の
業
務
に
従
事
す
る

勤
労
者
の
う
ち
、
工
場
な
ど
に
お
け

る
職
長
以
下
の
工
員
・
農
林
水
産
業

従
事
者
・
医
療
補
助
者
・
研
究
所
に

お
け
る
研
究
補
助
員
・
技
能
職
員
及

び
こ
れ
と
同
程
度
の
か
た
で
、
新
制

各
種
高
等
学
校
、
旧
制
各
種
中
等
学

校
卒
業
以
下
の
か
た
。

　
推
薦
内
容
　
特
許
、
実
用
新
案
だ

け
で
な
く
作
業
能
率
向
上
、
製
品
の

品
質
向
上
、
コ
ス
ト
引
き
下
げ
、
未

利
用
資
源
活
用
、
作
物
増
収
、
品
種

改
良
、
傷
害
防
止
、
公
害
・
災
害
防

止
な
ど
の
技
術
の
改
善
向
上
に
貢
献

し
た
か
た
。

　
申
込
方
法
　
商
工
労
政
課
（
福
祉

会
館
５
階
）
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
2
1
日
廊

ま
で
に
、
直
接
、
商
工
労
政
課
へ
。

平
成
1
1
年
度
採
用
　
岡
崎
市
職
員
の
募
集

［
Ｂ
］
試
験

受
付
期
間

試
験
日

試
験
会
場

（
中
卒
・
高
卒
・
身
体
障
害
者
対
象
）

８
月
1
7
日
側
～
2
1
日
廊
（
中
卒
は
９
月
２
日
伽
～
８
日
出
）

９
月
2
0
日
間

岡
崎
市
職
員
健
保
会
館

消
防
職

員

　技
王術

杢職

　員 難
こ事
Ｈ 職

種

高

校

高

校

高　高　短　大

校　専　大　学

中

学

高

校
ｉ

叉
簒

１
人
程度

ム

度

Ｐ
人
程度

２
人
程度

？

員

上＿に高昭

で両卒校和
｀眼業を53
色の見卒年
覚裸込業４
正眼みし月常視のだ２
寅ti仁y艮

性そ　た隆にれ　はに
限ぞ　平生

るれ　成ま－0.4　lQ か
　程　年だ
　度　度A
　以　中叉

者由の○平養で○次
なの程身成護｀昭の
し人度体10学大和い

ででか障年校学48す
職｀d害度の・年れ
務自級者中高短４に遂力か手に等大月も

行にら帳卒部･ R該
がよ６の架を高日当可り級交見卒専以す

能通ま付込業・降る
な勤でをみし高に人
人がの受のだ校生

　で肢け人人もま
　古体｀　ましれ
　介不障　たくた　護自害　はは人

受

験

資

格

　
受
験
手
続
き
　
市
役
所
玄
関
案
内
ま
た
は
各
支
所
で
受
験
案
内
及
び
申
込

用
紙
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
中
に
職
員
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ｅ



自
衛
官
募
集

　
資
格
　
高
卒
（
見
込
）
2
1
歳
未
満

　
試
験
日
　
１
次
＝
９
月
2
3
日
　
２

次
＝
1
0
月
1
6
～
2
2
日
　
３
次
＝
Ｈ
月

1
5
日
～
1
2
月
Ｈ
日

　
一
般
曹
候
補
学
生

　
資
格
　
1
8
歳
以
上
2
4
歳
未
満

　
試
験
日
　
１
次
＝
９
月
1
9
日
　
２

次
＝
1
0
月
７
～
1
2
日

　
曹
候
補
士

　
資
格
　
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満

　
試
験
日
　
１
次
＝
９
月
1
9
日
　
２

次
＝
1
0
月
７
～
1
2
日

　
受
付
期
間
（
共
通

　
８
月
３
日
囲
～
９
月
Ｈ
日
咄

特
別
障
害
者
手
当
・

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

萱児ａ障
23童23害
゛課゛援
6 !･6 堆疆１諌

昆躇

　m.　色
　班　班

８
月
初
め
に
、
通
知
書
な
ど
の
関

係
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。
届
け
出
に

必
要
な
書
類
は
、
各
手
当
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
通
知
書
を
よ
く

読
ん
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
な
い
と
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
期
間
　
８
月
Ｈ
日
㈹
～
９
月
一
…
…
一
日
俐

　
提
出
場
所

外経障特
国過害別人的児障

等福福害
福祉祉者
祉手手手
手当当当
当

群 川

※
各
支
所
で
は
受
け
付
け
し
て
い
ま

せ
ん
。

※
各
手
当
の
受
給
条
件
（
市
政
だ
よ

リ
ア
月
1
5
日
号
に
掲
載
）
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
か
た
で
、
ま
だ
、
申

請
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、
係
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

福
祉
給
付
金

認
定
申
請
を

さ
れ
て
い
な
い
か
た
へ

　
各
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
か

た
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
、

ま
だ
「
福
祉
給
付
金
認
定
申
請
」
を

さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
長
寿
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
認
定
申
請
手
続
き
　
長
寿
課
（
本

館
―
階
３
番
窓
口
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
各
医
療

寸

受
給
者
証
②
医
療
費
一
部
負
担
金
及

び
食
事
負
担
金
額
の
分
か
る
領
収
書

③
印
鑑
④
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

　
（
郵
便
貯
金
通
帳
は
不
可
）

を※い精
補入る神
助院か障
　時だ害
　一　者
　部　医
　負　療
　担　の
　額　認
　の　定　２　を

　分　受
　の　け　１　て

ち母
の子
か家
た庭
　等
　医
　療
　受
　給
　者
　証
　を
　お
　持

か乳
た幼

　　児
　　医
　　療
　　受
　　給
　　者
　　証
　　を
　　お
　　持
　　ち
　　の

Ｈ

叉

あの※り子18
る所児の家歳
こ得童祖庭ま
と額扶父等で

　一養母のの
　一手を父子
　部当含まを
　支所むた扶
　給得‾は養
　限制　母し
　度限　－て　額額　親い

　‾以　代る
　で下　わ母

者※で※状３
　寝あ生態力
　たる計に月
　きこ維あ以
　りと持る上
　老　者か寝
　人　のたた
　等　市　き
　見　民　り
　舞　税　や
　金　が　痴
　の　非　ほ
　受　課　う
　給　税　の

て※※－
い一市人
る人民暮
こ暮税ら
とらがし
　し非の
　老課か
　人税た
　ので
　認あ
　定る
　をこ
　受と
　け

※当療Ｂす育

判る手
定か帳
はたの
Ｉ　ＡＯ　お

50　よ
以　び

下　日
の　判こ　定

と　に
　　　該

Ｈ

ス

jg

臭

福
祉
給
付
金
と
し
て
支
給
で
き
る

医
療
費
等

老１

｜ ｜
障精

害

者神

障
害

者 ゛|
乳

幼
児

区

分

位次hあ
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牡萱
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゜ヵヽ度
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に6570
あ歳歳

る以以
か上上
たでの

　－か
　定た
　の
　障
　害
　の
　状

なきの※り満満

しり所本状65BB
べ状得人態歳・

　態制｀の以凹
　の限配か上歳
　かが偶だ7Dの
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　はり｀　未た
　　｀ま扶　満
　所す養　で
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　制ね務　た
　限だ者き
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在にの害障
住本障厚害
し人害生者
て・の年手
い保あ金帳
る護る３の
か者か級１
たとたと・

　もで同２
　１　｀程級
　年岡度及

自の療・・身
閉か育進腎体
症た手行臓障
状　帳性機害
群　A筋能者の　判萎障手

病　定縮害帳名　か症は１

の　16 4^か　○級級３
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二
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こ＿得　い末歳
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末３歳
日歳末
まに満
でなの
‾っ乳

　た幼
　日児
　の
　属
　す
　る　月

§

Ｈ

正ﾋﾞ

加
入
保
険証

印
鑑

Ｈ
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帳金証者加
　証書手入
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　印は障証
　鑑障害｀
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　預厚礎神
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行つ育体加
すい手障入
るて帳害保診は＿者険

断精自手証
書神閉帳｀

‾科症ま印
　医状た鑑
　の群は｀
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老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
・
老
人
医

療
受
給
者
＝
医
療
費
一
部
負
担
金

　
（
入
院
、
入
院
外
、
薬
剤
）
、
入
院
時

食
事
一
部
負
担
額

乳
幼
児
医
療
受
給
者
・
母
子
家
庭
等

医
療
受
給
者
・
障
害
者
医
療
受
給
者

＝
入
院
時
食
事
一
部
負
担
額

福
祉
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
き

　
福
祉
給
付
金
支
払
証
明
書
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
を
お
持
ち
の
か
た
に
、
病

院
な
ど
へ
支
払
っ
た
医
療
費
一
部
負

担
金
及
び
入
院
時
食
事
負
担
金
（
申

請
書
は
７
月
下
旬
に
本
人
宛
て
に
郵

送
）
を
支
給
し
ま
す
の
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
・
母
子
家
庭
等
・

障
害
者
の
各
医
療
を
受
け
て
い
る
か

た
で
、
入
院
の
た
め
「
入
院
時
食
事

一
部
負
担
額
」
を
支
払
っ
た
か
た
は
、

直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
　
８
月
３
日
側
か
ら
長
寿

課
（
本
館
―
階
３
番
窓
口
）
で
受
け

付
け

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
各
医
療

舟の人口舟岡崎市
1998年7月｜日現在

- - ・

　195人増

　181人増

　376人増

204世帯増

　167,341人

　166,179人

　333,520人

115,296世帯

男
　
女
　
計

世帯数

｜

受
給
者
証
②
福
祉
給
付
金
支
払
証
明

書
③
印
鑑
④
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

　
（
郵
便
貯
金
通
帳
は
不
可
）

　
支
払
い
　
９
月
下
句
予
定

※
次
回
の
定
例
受
け
付
け
は
、
来
年

２
月
の
予
定
。
た
だ
し
、
毎
月
支
給

申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
耳
鼻
咽

喉
科

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
８
月
2
5
日
固
　
受
付
・
：
耳

鼻
咽
喉
科
＝
午
前
1
0
時
3
0
分
、
整
形

外
科
＝
正
午
、
診
断
及
び
補
装
具
相

談
＝
午
後
１
時
～
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
身
体
障
害
者
セ

ン
タ
ー
友
愛
の
家

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

予
約
を
。
当
日
の
受
け
付
け
は
し
ま

●●●●献血にご協力ください・‥・

　　　岡崎地区献血推進協識会事務局

　　　　　障害援護課援護指導班

　　　　　aE3・6145

献血日程
場所

市役所市民ロビー

中部電力岡崎支社

時間

10:00～15:30

10:00～16:00

月・日(曜)

-
８月日日(火)

-
８月20日湘

■ 岡崎献血ルーム(シビコ5階萱25・6844)

受付時間10:00～12:30、14:00～17:30

(成分献血は10:00～12:00、14:00～16:30)

休日　毎週木曜日、5月旧、12月29日～1月3日

せ
ん
。

老
齢
福
祉
年
金
の

　
「
定
時
届
・
証
書
」

提
出
を
お
忘
れ
な
く

の

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
か

た
は
、
今
後
引
き
続
き
年
金
を
受
け

る
た
め
「
定
時
届
一
を
し
て
く
だ
さ

χ
○

し

定
時
届
の
届
書
（
公
的
年
金
受

給
等
に
関
す
る
中
立
書
）
は
、
国
民

年
金
証
書
と
一
緒
に
８
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。

　
届
け
出
方
法
　
８
月
期
の
年
金
を

受
け
取
ら
れ
た
ら
、
証
書
送
付
時
に

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
よ
り
、
定
時

届
の
届
書
と
国
民
年
金
証
書
（
緑
色

の
手
帳
）
を
８
月
2
6
日
ま
で
に
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
が

一
時
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　－　－-
　福祉機器リサイクル事業

　登録状況（７／１現在）
-‥一一

8 ／13(木)

　　　～15(土)

岡崎墓園のお墓参りは
名鉄バス(臨時増発)で

区　　分 譲りたい人必要な人

車　　い　　　す ３件 17件

電動車いす ３件 ０件

手動ベッド ０件 ２件

電動ベッド １件 ２件

■運転区間　東岡崎・岡崎墓園(やすらぎ公園)間

■運賃　大人片道1〉490円、小人片道『〉250円

　　　　　　　　　　　　　　　保健課保健斎場班酋46・3260

　

幽　　_-　　　　-　　-a　“　　－　　“　　｀　　'　　　　　　　　　　●　　ム　　ー－　　　　●　　●　　』　=-　･-一一

※　福祉機器を「譲りたい人」「必要

な人」は登録してください。

※　費用は有料の場合もあります。

　　　　地域福祉サービスセンター

　　　　　　　　a23・8938

（
や
す
ら
ぎ
公
園
）

岡
崎
墓
園

マ
イ
ン
ド
χ
Ｉ
ジ
で
一

市
民
球
場

中
総
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

中
央
総
合
公
園
口

洞
町
東

洞
町

東
公
園
ロ

西
欠
町徳中市

否町標
病
院
前

神
社
前

市
役
所
口

中
伝
馬

龍
田
公
園

康
生
町

殿
橋

明
大
寺

東
岡
崎

15:03

　↓15:32

13:25

　↓13:54

C
O

Ｌ
ｆ
３

２

↓

ｉ

１
１0:26

↓
0:55

9:55

　↓10:24

9:11

　↓9:40

8:n

　↓8:40

東岡崎発

岡崎墓園着

岡崎墓園発　9:13　10:13 It]

東岡崎着　9:42　1[]:42 11

58 11:27 12:87 14

　　↓　　↓27 11:56 1巳:56 14

26 16

55 IB

05

34

　　　・・・岡崎墓園墓地利用者のかたへ・・・

　あなたの墓地には雑草が生えていませんか。迷惑墓地にならない

ように、適切な管理をしてくださるようお願いします。

事故

件数

死傷者

死者 負傷者 計

平成10年 |,155件 8人 1,300人 1,3G8人

平成９年 ,33件 13人 1,384人 1,297八

比較 十22件 －5人 + 16人 十11人

注)死者数は､事故発生から24時間以内に死亡した人数です．

ｅ



国
民
健
康
保
険
証
が

変
わ
り
ま
す

　
９
月
１
日
よ
り
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
は
だ
色
、
退
職
被
保
険
者
証
は

濃
い
ク
リ
ー
ム
色
）
は
８
月
中
句
に

各
ご
家
庭
へ
発
送
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
フ
ジ
色
、

退
職
被
保
険
者
証
は
オ
レ
ン
ジ
色
）

で
は
、
９
月
１
日
以
降
の
受
診
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
受
診
の
際
に
は
必

ず
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届

き
ま
し
た
ら
記
載
事
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

矢
作
川
流
域
下
水
道

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　
縦
覧
期
間
　
８
月
1
2
日
伽
～
2
6
日

伽
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
縦
覧
場
所
　
下
水
道
部
工
事
課

（
北
館
１
階
）

　
都
市
計
画
変
更
案
に
つ
い
て
ご
意

見
の
あ
る
か
た
は
、
縦
覧
期
間
の
満

了
の
日
ま
で
に
、
愛
知
県
知
事
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
愛
知
県
土
木
部
下
水
道
課

に
お
い
て
も
岡
崎
市
と
同
じ
期
間
で

縦
覧
し
ま
す
。

生
産
緑
地
地
区
の

変
更
案
の
縦
覧

　
縦
覧
期
間
　
８
月
３
日
側
～
1
7
日

㈲
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
場
所
　
都
市
計
画
課
（
本
館
７
階
）

　
こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
か

た
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に

市
長
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

H

2 ii

　
日
時
　
８
月
刀
　
　
日
出
　
午
後
２
時

～
４
時

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

　
相
談
員
　
弁
護
士
　
岡
田
千
絵
氏

　
申
込
方
法
　
予
約
制
で
す
。
８
月

ｍ
一
日
囲
か
ら
、
電
話
で
青
少
年
女
性

課
女
性
班
ま
で
（
先
着
順
）
。
当
日

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
　
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
（
小
中
学
生
）

　
日
本
脳
炎
は
夏
に
流
行
す
る
病
気

で
す
。
早
め
に
予
防
接
種
で
免
疫
を

つ
け
、
伝
染
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
予
防
し
ま
し
よ
う
。

　
対
象
者
に
は
通
知
書
を
市
内
の
在

籍
の
小
・
中
学
校
か
ら
配
布
し
て
あ

り
ま
す
の
で
通
知
書
の
裏
面
の
医
療

機
関
に
予
約
し
、
指
定
の
ヨ
時
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
休
み
中
に
は
終
わ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
短
期
保
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の

利
用
者
負
担
金
改
正

　
　
　
　
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－
‐
‐
‐
－
‐
‐
‐
：
－
＝

　
保
護
者
が
疾
病
、
出
産
、
事
故
な

ど
に
よ
り
一
時
的
に
児
童
の
養
育
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
、
短
期
間
（
原

則
と
し
て
７
日
以
内
）
施
設
で
保
護

養
育
す
る
制
度
の
利
用
者
負
担
金
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

(1日１人あたり)

区　分 ２歳未満 ２歳以上

生活保護世帯 0円 0円

非課税･母子･

父子等世帯
2.340円　1.830円｜

　　　　　　｜

その他の世帯 B.45Q円　上550円

あ
な
た
の
家
は
地
震
に

強
い
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
・
‐

　
「
今
住
ん
で
い
る
家
は
地
震
に
対

し
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。
補
強
の
必

要
は
な
い
だ
ろ
う
か
Ｉ
そ
う
し
た
不

安
を
解
消
し
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
我
が
家
の
耐
震
性
を
調
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。
市
で
は
耐
震
診
断
料
の

一
部
を
補
助
し
、
そ
の
結
果
、
補
強

を
要
す
る
場
合
は
、
資
金
を
融
資
し

ま
す
。

耐
震
診
断
補
助

　
補
助
対
象
の
住
宅
　
市
内
に
あ
る

木
造
住
宅
で
居
住
用
に
使
用
し
て
い

る
も
の

　
補
助
対
象
者
　
対
象
と
な
る
住
宅

の
所
有
者

　
診
断
方
法
　
（
財
）
愛
知
県
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
地
震
防

災
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
現
地
で
敷
地

の
形
状
や
建
物
の
基
礎
、
軸
組
な
ど

に
つ
い
て
診
断
を
行
い
、
後
日
診
断

カ
ル
テ
を
送
付
し
ま
す
。

｜

自

建物１棟の延べ床面積

　２階建ての場合（
K2階の合計面積

）

診断料金

　(円)

自己負担額

　(円)

補給額

　(円)

70㎡以下の場合 39,370 19,370 20,000

　70 吋を超え

120㎡以下の場合
56,700 27,700 29,000

＼2Qnfを超える場合 63,000 31,000 32,000

　
こ
の
ペ
ー
ジ
下
段
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

住宅資金などの融資

　皆さんの生活の安定に役立つ

よう、右表の資金を融資あっせ

んしています。常時受け付けて

いますので、お気軽に利用＜だ

さい。

　　　　　　自治課市民相談班

　　　　　　　豊23● 6492

制度 対　　　象 限度額 期間 利率 保証人 担保 取扱金融機関

住宅資金

建築
新築、増築など 800万円 5年

10年

年2.7％

年3.2％

年3.4％

年3.5%

年3.6%

２人または
信用保証

要

東海銀行
市内各支店

岡峙信用金庫
市内本支店
愛知労働金庫
岡崎支店

修繕、模様替 6D0万円

譲渡
中古（土地付） 800万円I 15年

分譲（土地付） I,COD万円 20年

25年宅　　　　　地 800万円

災害防止

工事資金

住宅をかさあげするとき 300万円 15年 年3.2%
２人または

信用保証
要

岡崎信用金庫
本　　店

既設不良塀の改良とき 100万円 5年 年2.5% 信用保証｜不要

木造住宅の耐震補強工事を

するとき
300万円 15年 年3.2％

２人または
信用保証｜要

生活資金 災害、傷病、結婚、出産、
死亡、住宅修繕などで一時

的に資金調達が困難なかた

50万円 ５年

年2.5％

信用保証

不要生活特定

賢　金
30万円 ３年 ｜人

市政だより／岡崎1998年(平成10年)８月１日ｅ
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一
一
一

母
の

吸
降

　
ニ
　

ー

夏
の
地
域
安
全
運
動
実
施
中

萱自萱岡
23治58崎
゛課゛警
６ごヽ･Ｏ垂　消　．、
難

　活　，
　班阿

　2;
　４課

　２

　
期
間
　
８
月
１
日
出
～
1
0
日
囲

　
重
点
事
項
　
性
犯
罪
、
誘
拐
、
ひ

つ
た
く
り
事
件
の
防
止

　
防
止
策
　
①
夜
間
は
明
る
く
人
通

り
の
多
い
道
を
②
不
審
な
人
や
車
を

見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
ｍ
番
③
子
ど
も

を
一
人
で
遊
ば
せ
な
い
④
手
提
げ
袋

は
車
道
と
反
対
側
に
し
つ
か
り
抱
え

て
持
つ
⑤
自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
貴
重

品
を
入
れ
な
い

戦
没
者
の
た
め
に

黙
と
う
を

　
８
月
1
5
日
出
に
戦
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
た
め
に
全
国
戦
没
者
追

悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
家
庭
や
職
場

で
１
分
間
の
黙
と
う
を
し
ま
し
よ
う
。

　
日
時
　
８
月
1
5
日
出
　
正
午
～
ま

た
、
８
月
６
日
出
（
広
島
）
、
８
月

９
日
間
（
長
崎
）
の
原
爆
の
日
に
も

同
様
に
黙
と
う
を
し
ま
し
よ
う
。

　
日
時
　
８
月
６
日
出
午
前
８
時
1
5

分
～
、
８
月
９
日
剛
午
前
い
‥
‥
一
時
２
分
～

「
岡
崎
文
化
」
Ｃ
Ｍ
号
頒
布
中

H

21

き

　
　
「
岡
崎
文
化
」
は
、
岡
崎
文
化
協

会
加
盟
団
体
の
文
化
活
動
の
紹
介
、

郷
土
の
文
化
人
を
紹
介
す
る
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
岡
崎
の

文
化
を
知
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い
え

る
本
で
す
。

　
頒
布
価
格
　
一
冊
千
円

　
頒
布
場
所
　
岡
崎
文
化
協
会
事
務

局
（
文
化
振
囲
ハ
課
）

’
Ｉ
Ｉ

－
―

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▼
渾
入
敏
治
▼
金
子
照
子
▼
鬼
武
静

枝
▼
㈱
石
田
彫
刻
▼
ブ
ラ
ザ
ー
工
業

㈱
▼
き
も
の
館
あ
ら
い
▼
岡
崎
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
岡
崎
南
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
・
岡
崎
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
・
岡
崎
城
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
▼
岡
崎
市
花
き
温
室
園
芸
組
合

巻
善
意
銀
行

▼
岡
崎
友
の
会
▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
岡
崎
▼
高
木
末
夫
▼
中
部
サ
ン

ク
リ
ー
ン

㈱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▼
中
部
電
力
㈱
岡
崎
支
店
総
務
課
▼

㈱
ト
ー
エ
イ
▼
㈱
ワ
イ
エ
ム
オ
ー
真

田
商
店

目電話FAXサービス目

　　　　　酋22・フフフフ

　　情報ネットワークセンターでは、

　市からのお知らせや暮らしに必要な

　情報を電話やFAXで24時間ご案内

　しています。

　　　　代表的なメニュー番号

　　●●●今週の市政だより●●●

　　　　　　　　７００

　　　　　　m週月曜日変更)

　　　●●●休日緊急当直医●●●

　　　　　　　　lOO

　　　　　　(毎週月曜日変更)

　　●●●夜間当直の歯科医●●●

　　　　　　　　102

　　　　　　(毎週月曜日変更)

　　●●●臨時イベント情報●●●

　　　　　　　　６００

　　　　　８月Ｈ　　　　(
情報をぉ知らせします)

　●●●今週のお出かけ情報●●●

　　　　　　　　601

●●●美術館･博物館の催し情報●●●

　　　　　　　　602

●●●市民・企業イベント情報●●●

　　　　　　　　BO4

●●●中央総合公園イベント情報●●●

　　　　　　　　B05

Ais.;

｜ＯＣラジオ　FM76.3MHZ

~市政情報７６３～

●(月)～廊＝午前10時から(15分間)

１日替わりメニュー

おかざきＮＯＷ＝今日の催し案内

岡崎の記念日＝昔、この日に岡崎で

■曜日メニュー

農遊館情報・市役所探訪

学校探訪・サークルだより

ギャラリー案内・市役所探訪

ミュージアム探訪

おでかけ情報・おかざきの人

㈲
㈹
伽
幽
圃

FMおかざきは岡崎の話題満載です。

なお、市政情報7 6 3は、市役所隣の

情報ネットワークセンター１階スタジ

オから、生放送でお届けしています。

広報課報道班容23・6007都合により番組内容を変更することがあります。

ｅ

　　　　　　　ＣＡＴＶミクス　21チャンネル

　　　　犬パブリックチャンネル犬

●(月)～(±)＝午後６時30分～・(日＼―午後６時～

●ミクスで放映した市広報番組ビデオテープを図書館で貸し出します。

■まちの話題

(月)～吻＝日替わり市内ニュース・(上)＝l週問分をまとめて

■市民便利帳／おかざき再発見

　　　～｜日(土)郷土館｢岡崎・ふるさとの昆虫展｣／観光夏まつり

３日(月)～８日出　子ども美術館｢世界のドールズハウス展／スポーツガーデン｣

10日(月)～I5日出　ふるさとのまつり

17日(月)～22日(土)空から見だおかざき″

24日(月)～29日(土)岡崎の下水道／環境調査センター

(60分間)

｢公開対局｣③

いき！おかざきピープル

　　　　岡崎将棋まつり

１
・■いき

２日(日)

五万石みこり
五万石みこし

９日(日)・16日(日)

23日(日)・30日(日)

3日i目日川丿目司mwm S^IS(目目8川月目川PI目目日|
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特別企画展

す
し
ｔ
ｌ
９
　

/5(水)レ8/23(日)

旧
ノじ展

岡崎市美術館昔5V4280

四重奏1955年　安田火災海上保険株式会社蔵 望郷　1959年 安田火災東郷青児美術館蔵

　岡崎巾美術館で･は、８川こ特)jlJ1'l>画展を開催します。優美で詩情りかな災人iii腿i'>'i凪を築

き、多くク)ファンを魅J'した束郷17児の乍誕10ドトを記念し、i皮の'日lを網羅した1*. 安＼liiiiを

展小する回顧腱です、

　本艇は、(摸索ｸ)時代:｣｢帰国後の様式ソ川ド･.｣｢円熟期｣ヒ人きく３つのセクションで隋成

し、また彼が杉響を受けたカンテクンスキー、ヒカヽﾉ、竹久唇:lなど国内外ク)l'f'l家ク)fり111も

あわせて約110点を紹介し、東郷芸術の生成をうかがえる腱覧会です。

Ｉ開館時間午前l0峙～V後6時

　　　　　　　（人館は午後５時30分までヽ）

　　　　　　川曜日は休館

■入場料………一般700円、鳥・人学生400円

　　　　　　小・中学生200円

美
術
講
演
会

１日時／8 )J15lU山午後２時～３時30分

■会場／閻崎市美術館１階　第1 展示室

Ｉ講師／五十殿　利治(おむかとしはる）

　　　　氏（筑波大学芸術学系助教授）

■演題／「東mi-児－パljから東京へ」

・定員／80名（先着順）　聴講無料

至
名
古
屋

一 一

皿編集・発行　広報課萱23・6033 ／翔崎市役囲　〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地　豊0564・23・6495(代表)
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割　引　券

各料金100円引き

(1枚で2人まで)
－ 一 一 一 一 －
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『函麟回宍児1μ

割　引　券
各料金100円引き

(|枚で2人まで)
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